
675/676 号　2017 年 7/8 月

国
立

国
会

図
書
館

　
月
報

第
52
回
貴
重
書
等
指
定
委
員
会
報
告
　新
た
な
貴
重
書
の
ご
紹
介

ア
ル
ド
・
マ
ヌ
ー
ツ
ィ
オ
と
彼
の
後
継
者
た
ち

世
界
図
書
館
紀
行
　デ
ン
マ
ー
ク
王
立
図
書
館

National
D i e t
L i b r a r y
Monthly
B u l l e t i n
2 0 1 7 . 7 / 8



19	

館
内
ス
コ
ー
プ

	

書
き
込
み
、
破
損
、
歓
迎
し
ま
す
。

23	

本
屋
に
な
い
本

	

ハ
ワ
イ
報
知
百
年
史	

30	

Ｎ
Ｄ
Ｌ　

Ｔｏｐ
ｉｃ
ｓ

表紙：
『兵庫百景』から「須磨浦海水浴」
川西英 版画　神戸新聞社　1964 年
35cm
＜請求記号　733-Ka885h＞

1	

『
滑こ

っ

稽け

い

道ど

う

け外
案あ

ん

文も

ん

』

	

雷
様
に
暑
中
見
舞
を
書
く
に
は

	

今
月
の
一
冊　

国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
か
ら

4	

第
52
回
貴
重
書
等
指
定
委
員
会
報
告

	

新
た
な
貴
重
書
の
ご
紹
介

10	

ア
ル
ド
・
マ
ヌ
ー
ツ
ィ
オ
と	

	

彼
の
後
継
者
た
ち

20	

資
料
の
世
界
の
歩
き
方　

中
世
の
古
文
書
を
読
ん
で
み
よ
う
3

	
文
書
の
中
の
文
書
？

24	

世
界
図
書
館
紀
行

	

デ
ン
マ
ー
ク
王
立
図
書
館

Contents

no. 675 / 676
July / August 2017



1 国立国会図書館月報 675/676号 2017.7/8

　
『
滑こ
っ
け
い稽
道ど
う
け外
案あ
ん
も
ん文
』は
、江
戸
時
代
後
期
、

お
か
し
み
の
あ
る
話
や
言
葉
の
ひ
っ
か
け

な
ど
で
読
者
の
笑
い
を
誘
っ
た
滑
稽
本
に

属
す
る
戯
作
で
、
年
始
状
、
見
舞
状
、
依

頼
状
な
ど
40
件
の
案
文
（
例
文
）
を
お
も

し
ろ
お
か
し
く
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
案
文
は
、
往
来
物
の
よ
う
な
手

習
い
本
や
節
用
集
、
重
宝
記
の
よ
う
な
実

用
書
で
も
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
人
々

に
と
っ
て
身
近
で
馴
染
み
深
く
、
そ
れ
を

パ
ロ
デ
ィ
ー
化
し
た
本
書
は
、
江
戸
庶
民

を
大
い
に
楽
し
ま
せ
た
。

　

著
者
の
鼻は

な

山さ
ん
じ
ん人

（
一
七
九
一
‐
一
八
五
八
）

は
、
山
東
京
伝
の
門
人
で
、
狂
歌
、
俳
諧

を
好
み
、
滑
稽
本
、
洒
落
本
、
人
情
本
、

合
巻
な
ど
の
分
野
で
著
作
を
残
し
た
戯
作

者
で
、
浮
世
絵
師
の
渓
斎
英
泉
ら
と
親
交

が
あ
り
、
別
号
を
東と

う
り里
山さ
ん
じ
ん人
と
い
っ
た
。

麻
布
三
軒
家
町
に
住
ん
だ
御
家
人
で
与
力

を
勤
め
た
。
天
保
の
始
め
に
御
家
人
株
を

譲
り
、
神
田
和
泉
町
の
裏
店
に
移
り
、
戯

作
稼
業
に
専
念
す
る
が
大
成
せ
ず
零
落
、

晩
年
は
芝
切
通
し
で
「
伝
授
屋
」
と
称
し

て
手
品
の
種
本
を
商
っ
て
い
た
。

　

叙
を
書
い
た
「
松
亭
の
あ
る
じ
」
と
は

人
情
本
作
家
の
松
亭
金
水
の
こ
と
。
そ
の

川
か わ も と

本 　 勉
つとむ

『滑
こ っ け い

稽道
ど う け

外案
あ ん も ん

文』
雷様に暑中見舞を書くには

今 月 の 一 冊 国立国会図書館の蔵書から

滑稽道外案文　鼻山人 作　〔渓斎英泉 画〕
玉泉堂　1 冊（22 丁）　18.0cm × 12.0cm
 ＜請求記号 245-147 ＞
＊東京本館古典籍資料室所蔵
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（写真 6）「書札妙智力難文」四丁裏～五丁表
上段に「化ものへ遣はす状」、下段に「夏野菜物の状」が収載されている。

（写真 5） 「諸用附會奇妙案文」一丁裏～二丁表
下段に「雷へ暑中見舞状」が収載されている。

（写真 4） 「繪目録」五丁裏～「書札妙智力難文」一丁表
羽織、袴で御挨拶する、顔が筆先の鼻山人が画かれ、「筆のつとめ最

いと

しげしその体鈍か
らぬゆへに動ひて静ならず心のしるべをとどむる…」と筆者の心意気が記されている。

（写真 3）「繪目録」二丁裏～三丁表
上段右端に「夏の野菜物の状」の、下段左端に「雷へ暑中見舞文」の挿絵がそれぞれ見える。

（写真 2）「繪目録」一丁裏～二丁表
下段左端に「妖怪へ遣

つかわ

す状」の挿絵が見える。
（写真 1）『滑稽道外案文』扉、叙 
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序
に
よ
る
と
、
こ
の
「
戯け

文ぶ
ん

」
は
十
辺
舎

一
九
の『
諸し

ょ
よ
う用
附こ
じ
つ
け會
案あ
ん
も
ん文
』（
一
八
〇
四
年
序
）

と
趣
旨
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、「
…
更
に
人

意
の
表
に
出
て
、
古
今
此
書
に
比
す
べ
き

な
し
、
一ひ

と
た
び
ま
き

回
巻
を
披ひ
ら

く
則と
き

は
頤
お
と
が
いを
解と
き（
１
）腹を

棒か
か

へ
て
、
実
に
絶
倒
せ
ざ
る
も
の
な
し
」

（
写
真
１
）
と
、
わ
ざ
と
格
調
高
い
文
章
で

笑
い
を
と
り
つ
つ
、
そ
の
お
も
し
ろ
さ
を

絶
賛
し
て
い
る
。「
叙
」
の
後
に
は
、
機

知
に
富
ん
だ
挿
絵
に
よ
る
「
繪
目
録
」（
写

真
２
、３
、４
）
が
収
載
さ
れ
て
い
て
、
各
種

案
文
へ
の
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。
案
文
は

「
書
札
妙
智
力
難
文
」（
写
真
4
）
と
「
諸
用

附
會
奇
妙
案
文
」（
写
真
5
）
に
分
か
れ
て

い
る
が
、二
つ
の
違
い
は
明
確
で
は
な
い
。

「
書
札
妙
智
力
難
文
」
の
冒
頭
、
著
者
の

序
文
の
後
に
は
「
筆
と
な
る
萩
も
枝し

だ
れ垂
て

お
の
づ
か
ら
砂
に
文
字
か
く
風
の
ま
に
ま

に
」
と
い
う
洒
落
た
一
首
が
添
え
ら
れ
て

い
て
、著
者
の
通
人
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。

　

収
載
さ
れ
て
い
る
案
文
か
ら
、
夏
向
き

の
も
の
を
見
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
恐
れ
ら

れ
て
い
る
雷
様
へ
の
暑
中
見
舞
状
。「
甚

暑
の
節
、
相
替
ら
ず
御
電ご

ろ
つ
き光
成
さ
れ
一
同

恐
怖
仕
り
候
、
光
な
が
ら
雲
切
の
御
怪
我

過あ
や
ま
ち失
も
な
く
御
鳴
り
戻
り
の
由
、
日に
っ
こ
う光
の

至
り
に
候
、
右
途
中
御
見
舞
戦が

た
が
た慄
積し
ゃ
くの
如

く
に
御
座
候
、
桑
原
桑
原
」（
写
真
5
）
相

か
わ
ら
ず
の
稲
光
に
恐
れ
お
の
の
い
て
い

ま
す
、
雲
の
切
れ
間
か
ら
落
ち
て
け
が
も

な
く
ま
た
ご
ろ
つ
き
な
さ
る
の
は
結
構
の

い
た
り
、
見
舞
い
が
た
が
た
震
え
る
の
は

積（
２
）の
発
作
と
同
じ
で
す
と
い
う
。
雷
様
に

手
紙
を
書
く
と
い
う
発
想
自
体
が
お
も
し

ろ
い
。

次
は
、
夏
に
は
つ
き
も
の
の
化
け
も
の

（
妖
怪
）
へ
遣
わ
す
書
状
。「
昨
夜
丑
満
頃
、

見
越
し
入
道
様
摸も

問も
ん

我が

わ話
と
御
刼お

び
や
か
し怯
成

さ
れ
周あ

わ
て章
戦ふ
た
め
き慄
申
し
候
、
化
方
の
一
興

悪わ
る
じ
ゃ
れ

洒
落
の
至
り
に
御
座
候
、
筥は
こ

根ね

よ
り
此

地
に
破ば

か家
と
化
物
こ
れ
無
く
候
処
、
定
て

五ご
い
さ
ぎ
な
ど

位
鷺
抔
の
仕
業
と
憧
あ
き
れ
は
て惶
申
し
候
、
急き
っ
と度

御
禁

い
ま
し
め

下
さ
れ
た
く
化
の
如
く
に
御
座
候 

異い
ぎ
ょ
う形
」（
写
真
６
） 丑
三
つ
時
に
化
物
界
の
大

物
、
見
越
し
入
道
（
男
の
ろ
く
ろ
首
）
や
も

も
ん
が
あ
（
毛
深
く
て
大
き
い
老
人
の
妖
怪
）

に
お
び
や
か
さ
れ
あ
わ
て
ふ
た
め
い
た

が
、
ゴ
イ
サ
ギ
（
夜
行
性
の
鳥
）
な
ど
の
い

た
ず
ら
と
分
り
あ
き
れ
は
て
た
と
い
う
。

　

語
呂
合
わ
せ
や
駄
洒
落
だ
け
で
で
き
た

も
の
も
あ
る
。
13
種
類
の
夏
野
菜
を
書
状

仕
立
て
で
書
き
連
ね
た
も
の
を
紹
介
し
よ

う
。「
冬と

う
が
ん瓜
の
節
に
御
座
候
へ
共
茄な

子す

以も
っ
て

芋い
も

芋い
も

御
院い
ん
げ
ん元
に
胡ご

麻ま

成
さ
れ
胡き
ゅ
う
り瓜
揉も
み

紫し

そ蘇

穂ほ

に
存
知
蓼た
で

交
り
候
、
真ま

桑く
わ

西す
い
か瓜
桃も
も

と

大さ

さ

げ
角
豆
申
し
候
、
右
孟も
う
そ
う宗
申
し
上
げ
た
く

竹
の
子
徳
に
御
座
候
」（
写
真
6
） 

。「
茄
子

以
芋
芋
」
は
「
ま
ず
も
っ
て
い
よ
い
よ
」、

「
存
知
蓼
交
り
」
は
「
ぞ
ん
じ
た
て
ま
つ

り
」、「
竹
の
子
徳
に
」
は
「
か
く
の
如
く

に
」
を
も
じ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
よ

く
も
ま
あ
夏
野
菜
だ
け
で
文
章
を
構
成
で

き
た
も
の
だ
。

　

い
ず
れ
の
案
文
も
「
繪
目
録
」
の
挿
絵

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
読
む
と
、
当
時
の
言

葉
遊
び
、
語
呂
合
せ
の
楽
し
さ
、
江
戸
庶

民
の
笑
い
の
本
質
、
洒
落
心
、
知
的
遊
戯

を
堪
能
で
き
る
。
本
書
は
、
十
返
舎
一
九

が
書
い
た
案
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い

る
箇
所
も
あ
り
、
二
番
煎
じ
の
感
を
ぬ
ぐ

え
な
い
が
、
鼻
山
人
の
軽
妙
、
洒
脱
な
案

文
に
、
英
泉
の
画
と
思
わ
れ
る
珍
妙
な
挿

絵
が
加
わ
り（

３
）、
一
九
の
案
文
と
は
違
っ
た

滑
稽
味
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
当
時
の

滑
稽
本
の
人
気
、
流
行
の
一
端
や
趣
味
人

た
ち
の
交
流
の
様
子
な
ど
も
垣
間
見
れ
て

興
味
深
い
。

（1）あごがはずれるほど口をあけて笑うこと。
（2）胸や腹に起こる発作性の激痛のこと。
（3）当館本は奥付を欠き、英泉が画を担当した旨の記載がどこにも見当たらない

が、当館本の異版である東北大学附属図書館所蔵の狩野文庫本の扉には、「楓川
市隠狂畫」（楓川市隠は英泉の別号）と、奥付には「渓齋英泉狂画」とあり、また、
当館本の改題再版である名古屋大学大学院法学研究科所蔵『浮世滑稽附会案文』
にも「渓齋英泉狂画」の記載があり、画を担当したのは英泉であることが分かる。

○参考文献
「東里山人の業績」 尾崎久弥 著 『江戸軟派研究』 3（13） pp.241 ～ 255 1927.7 複製

版 柏書房 1981 ＜請求記号 Z13-2597 ＞

「鼻山人」 神保五彌 著 『為永春水の研究』 pp.306 ～ 328 白日社 1964 ＜請求記号 
913.54-Ta658Zt ＞

「近世法律文書の戯文」 神保文夫 著 『名古屋大学法政論集』 no.255 2014.3 pp.1 ～
35 ＜請求記号 Z2-177 ＞

「契約書式の戯文－徳川時代庶民契約意識の一斑」高木侃 著 『専修法学論集』（105）
2009.3 pp.1 ～ 39 ＜請求記号 Z2-190 ＞



4国立国会図書館月報 675/676号 2017.7/8

国
立
国
会
図
書
館
は
、
蔵
書
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
資

料
を
「
貴
重
書
」「
準
貴
重
書
」
と
定
め
て
い
ま
す（

１
）。
平

成
29
年
2
月
15
日
、
和
漢
書
1
点
、
洋
書
2
点
の
計
3

点
を
貴
重
書
に
、
和
漢
書
2
点
を
準
貴
重
書
に
指
定
し
、

累
計
で
貴
重
書
は
１
２
９
５
点
、
準
貴
重
書
は
７
９
６

点
と
な
り
ま
し
た
。

（
貴
重
書
等
指
定
委
員
会
）

第
52
回
貴
重
書
等
指
定
委
員
会
報
告

新
た
な
貴
重
書
の
ご
紹
介
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『
詞
花
和
歌
集
』
は
、
平
安
末
期

に
成
立
し
た
勅
撰
和
歌
集
で
す
。
天

養
元（
１
１
４
４
）年
、
崇
徳
上
皇
の
院

宣
を
受
け
て
、
藤
原
顕
輔（
１
０
９
０
－

１
１
５
５
）
が
編
纂
し
、
仁
平
元

（
１
１
５
１
）年
に
奏
覧
さ
れ
ま
し
た（
２
）。

　

本
書
は
、『
詞
花
和
歌
集
』
の
現
存

最
古
と
推
定
さ
れ
る
写
本
で
、
平
安
末

期
か
ら
鎌
倉
初
期
（
12
世
紀
末
か
ら
13

世
紀
初
）
の
書
写
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

寂
蓮（
？

－

１
２
０
２ 

歌
人
）筆
と
伝
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
寂
蓮
の

真
筆
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
四

周
に
薄
墨
の
枠
が
あ
る
の
が
特
徴
で
、

右
衛
門
切
『
古
今
和
歌
集
』
と
類
似
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
右
衛
門
類
切
と
称

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
全
10
巻
の

う
ち
、
ま
と
ま
っ
て
現
存
す
る
の
は
、

巻
8
、

（
３
）

巻
9
、
巻
10
の
3
巻
の
み
で
、

そ
の
他
の
巻
は
古
筆
切
が
数
葉
残
さ
れ

て
い
る
も
の
の
散
逸
し
て
い
ま
す
。

　

指
定
資
料
は
、
こ
の
う
ち
巻
9
、
巻

10
の
2
冊
で
『
詞
花
和
歌
集
』
の
「
雑

部
」に
あ
た
り
ま
す
。
名
古
屋
の
富
豪
、

関
戸
家（

４
）
の
旧
蔵
資
料
で
、
古
筆
了
佐

（
１
５
７
２

－

１
６
６
２　

古
筆
家
初
代
）お

よ
び
古
筆
了
音（
１
６
７
４

－

１
７
２
５　

古
筆
本
家
六
代
）の
極
札（
鑑
定
書
）な
ど
も

併
せ
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
改
装
は

さ
れ
て
い
ま
す
が
欠
丁
等
は
無
く
、『
詞

花
和
歌
集
』
の
本
文
研
究
上
、
重
要
な

だ
け
で
な
く
、
こ
の
時
代
の
仮
名
写
本

の
遺
品
と
し
て
も
貴
重
な
資
料
で
す
。

詞
し か わ か

華和哥集
しゅう

　巻9-10
< 請求記号　WA15-23>　
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/10303882
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/10303883
[ 藤原顕輔 ] [ 撰 ]　[ 平安末期 - 鎌倉初期 ] [ 写 ]
2 冊　大きさ22.2 × 15.8cm
伝寂蓮筆　綴葉装　四周淡墨界　界高 15.9-16.4cm　毎半葉 5-7 行　歌一首 2
行書き( 巻末歌は 3 行書き)　淡藍地市松模様緞子表紙　題簽に「詞華和哥集 
上 ( 下 )」とあり　古筆了佐と古筆了音の極札各 1 枚 , 大倉好斎の書簡 1 通を付
す　巻 10 巻末に「慶有丸」と墨書あり　関戸家旧蔵

1　「国立国会図書館貴重書指定基準」「国立国会図書館準貴重書等指定基準」
の規定に基づき、館内の貴重書等指定委員会が行っている。

2　仁平元年に最初に奏覧された（初度本）が、上皇の指示等により数首を除
いて、同年中に再度奏覧された（二度本）。指定資料は削除歌を含まないこ
とから二度本の系統と考えられる。

3　巻子本に改装。個人蔵（小松茂美『古筆学大成　第26巻』（講談社,1989）
p.634）。

4　明治26（1893）年関戸銀行を設立。

表紙（巻9）表紙（巻10）

巻頭（巻9）古筆了佐
極札

巻頭（巻10）古筆了音
極札（表、裏）
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『
本
草
綱
目
』
は
中
国
の
代
表
的
な

本
草
書
で
、
世
界
最
大
級
の
薬
学
書
で

す
。
明
代
の
医
師
・
李
時
珍（
１
５
１
８

－

１
５
９
３
）に
よ
っ
て
著
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
に
は
江
戸
時
代
初
期
に
渡
来

後
、
14
回
に
わ
た
っ
て
出
版
さ
れ
、
日

本
の
本
草
学
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
し
た
。
そ
の
初
版
本
は
、
出
版
者
が

「
金
陵
（
現
在
の
南
京
）
後
學
胡
承
龍
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
「
金
陵
本
」
と
称
さ

れ
て
お
り
、
指
定
資
料
も
こ
の
一
つ
で

す
。
完
本
の
現
存
は
指
定
資
料
も
含
め

世
界
で
7
本
し
か
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

李
時
珍
は
医
業
の
傍
ら
本
書
を
著
述

し
、
30
年
近
く
を
費
や
し
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
の
、
薬
物
を
薬
効
に
よ
っ
て
上

中
下
品
に
分
け
る
三
品
分
類
を
廃
止

し
、
自
然
物
の
種
類
に
よ
っ
て
分
類
配

列
す
る
方
法
に
統
一
、
ま
た
、
薬
学
書

で
す
が
動
植
物
の
形
態
な
ど
の
博
物
誌

的
記
述
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。
金
陵
本

に
は
2
巻
の
附
図
が
あ
り
、
李
時
珍
の

息
子
、
建
元
・
建
中
に
よ
っ
て
作
ら
れ

ま
し
た
。

　

指
定
資
料
は
幕
府
医
官
・
田
沢
仲な

か
の
ぶ舒

（
？

－

１
８
５
０
）が
幕
府
医
学
館
の
館

主
を
代
々
勤
め
た
多
紀
家
に
献
呈
、
の

ち
国
学
者
・
榊
原
芳
野（
１
８
３
２

－

１
８
８
１
）を
経
て
、
当
館
の
前
身
の
一

つ
で
あ
る
東
京
図
書
館
に
移
り
ま
し

た
。

本
ほん

草
ぞう

綱
こう

目
もく

　52卷圖2卷
< 請求記号　WB21-2>　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1287082
( 明 ) 李時珍 撰　( 明 ) 李建中 輯圖　( 明 ) 李建元 圖
金陵　胡承龍　萬暦 18(1590) 序
27 冊　大きさ25.0 × 16.0cm
書名は巻頭による　後補の刷り題簽書名 : 本艸綱目( 角書 : 久壽堂 )　「輯書
姓氏」末に「金陵後學胡承龍梓行」とあり　万暦 18 年王世貞の序あり　第
27 冊巻末に天保 15 年田沢仲舒の識語あり　印記：函碕文庫（田沢仲舒）, 
榊原家蔵 [ ほか ]

第1冊表紙

序首附図巻之上　巻頭
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幕
末
・
明
治
期
を
代
表
す
る
漢
詩
人

大
沼
枕
山（
１
８
１
８

－

１
８
９
１
）と
、

そ
の
女
婿
鶴
林（
１
８
６
３

－

１
９
１
３
）

の
関
係
資
料
で
、
来
簡
を
中
心
に

２
６
６
点
か
ら
成
り
ま
す
。
枕
山
の
玄

孫
・
鶴
林
の
曾
孫
に
あ
た
る
大
沼
千
早

氏
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

約
半
数
を
占
め
る
枕
山
宛
の
書
簡
に

は
、
菊
池
五
山
、
釈

し
ゃ
く

梅ば
い
ち癡
、
小
野
湖
山
、

鱸す
ず
き

松し
ょ
う
と
う
塘
、
杉
浦
梅
潭
、
関
雪
江
と
い
っ

た
漢
詩
人
は
も
と
よ
り
、
門
人
で
あ
っ

た
松
平
春
嶽
（
大
名
、
政
治
家
）
の
も

の
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
版
物
の
贈

与
、
添
削
や
揮
毫
、
あ
る
い
は
来
訪
や

詩
集
掲
載
の
依
頼
、
潤
筆
料
の
支
払
い

な
ど
、
詩
人
と
詩
社
の
活
動
が
み
て
と

れ
ま
す
。

　

鶴
林
宛
の
書
簡
に
も
東
久
世
通
禧
、

品
川
弥
二
郎
、
西
村
茂
樹
、
井
上
哲
次

郎
、
島
田
重
礼
、
坪
内
逍
遥
、
高
橋
泥

舟
な
ど
著
名
人
の
も
の
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
添
削
依
頼
や
書
物
贈
与
な
ど

の
ほ
か
、
就
職
の
斡
旋
に
関
わ
る
も
の

も
み
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
永
井
荷
風

が
枕
山
の
伝
記
『
下
谷
叢
話
』
を
記
し

た
際
の
楠
荘
三
郎
（
鶴
林
の
女
婿
）
宛

書
簡
が
目
を
引
き
ま
す
。

　

詩
文
稿
や
門
人
帳
、
引
札
な
ど
も
含

む
本
資
料
か
ら
は
、
漢
詩
の
隆
盛
期
に

生
き
た
枕
山
、
衰
退
期
に
活
動
し
た
鶴

林
を
通
じ
て
、
幕
末
・
明
治
期
に
お
け

る
日
本
漢
詩
の
歴
史
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。[大沼枕

ちんざん

山・鶴
かく

林
りん

関係資料]
< 請求記号　WB32-3>
[ 江戸後期 - 昭和前期 ] [ 写 ]
266 点
大沼枕山 , 大沼鶴林宛の書簡を中心とする　内訳 : 書簡 226 通 , 草稿等 28 枚 3
冊 1 綴 , 人名録 3 冊 , 出納簿 1 冊 , 引札 1 枚 , 封筒 ( 書簡に付属しないもの )3 枚　
大沼千早氏寄贈

永井荷風書簡（楠荘三郎宛）葉書（大沼枕山・鶴林宛）

松平春嶽書簡（大沼枕山宛）
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本
書
の
著
者
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ル

ガ
モ
地
方
カ
レ
ピ
オ
（
村
）
で
生
ま
れ
、

後
に
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
会
修
道
士
と
な
っ

た
ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
ス
・
カ
レ
ピ
ヌ
ス
で

す
。
古
典
作
品
か
ら
多
く
の
用
例
を
引

用
し
、
ラ
テ
ン
語
の
規
範
を
示
す
こ
の

辞
書
は
、
古
典
研
究
が
盛
ん
だ
っ
た
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
期
に
大
変
な
人
気
を
博

し
、
初
版
の
刊
行（
１
５
０
２
年
）か
ら

16
世
紀
末
ま
で
に
１
６
０
版
を
超
え（

５
）、

そ
の
辞
書
自
体
が
著
者
の
名
を
と
っ
て

「
カ
レ
ピ
ー
ノ
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
で

し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
本
書
は
ア
ル
ド
・

マ
ヌ
ー
ツ
ィ
オ
の
息
子
で
、
ア
ル
ド
印

刷
所
の
後
継
者
と
し
て
活
躍
し
た
パ
オ

ロ
・
マ
ヌ
ー
ツ
ィ
オ（
本
誌
10
頁
参
照
）

が
手
掛
け
、ア
ル
ド
版
「
カ
レ
ピ
ー
ノ
」

の
第
2
版
と
し
て
出
版
さ
れ
ま
し
た（

６
）。

　

こ
の
後
、「
カ
レ
ピ
ー
ノ
」
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
た
各
地
で
多

言
語
辞
書
と
し
て
も
発
展
を
遂
げ
、

１
５
９
０
年
、
バ
ー
ゼ
ル
で
は
最
多
と

言
わ
れ
る
11
か
国
語
（
ラ
テ
ン
語
、
ヘ
ブ
ラ

イ
語
、
フ
ラ
マ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
イ
タ
リ
ア

語
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
）
版

が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
天
草
で

刊
行
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
版
『
羅
葡
日

辞
書
』（
１
５
９
５
年
）は
、「
カ
レ
ピ
ー
ノ
」

に
日
本
語
を
あ
て
は
め
て
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

アンブロシウス・カレピヌス
『改訂ラテン語辞典』（1548）

< 請求記号　WA44-15>
Calepino, Ambrogio, ca. 1435-1511.  Ambrosii Calepini Dictionarivm : in quo restituendo atque 
exornando hæc præstitimus. Primum non solum illud curauimus, quod ab omnibus iam solet, ut 
adderemus quamplurima; sed etiam, quod nemo hactenus fecit, ut multarum dictionum obscuram 
significationem aperiremus. Deinde, cum exempla quędam Calepinus adduxerit, quæ nunc in libris 
emendate impressis aliter leguntur, ea sustulimus, & aptiora reposuimus. Pręterea, cum totum 
dictionarium ex multiplici impressione redundaret erroribus, ad eos libros, qui citabantur, crebro 
recurrimus, ueramq́ue lectionem inde petitam Calepino restituimus, nam in Gręcis dictionibus 
infinita sunt quæ male affecta sanauimus.  Venetiis : Apvd Aldi filios, M. D. XL VIII. [1548]  732 
unnumbered leaves ;  37 cm (folio)
Signatures: a-z⁸, aa-yy⁸, zz¹⁰ (zz10 blank), A-Z⁸, AA-XX⁸, YY¹⁰. Library’s copy imperfect: leaves HH4 and 
HH5 are lacking.  Anchor and dolphin device on title page and verso of final leaf.  Guide letter on 
verso of title page. Woodcut initials. Printed mainly in italic letter.

5　 Labarre, Albert:Bibliographie du Dictionarium d’Ambrogio Calepino : (1502-1779).Koerner, 1975.　
同書には1502年から1779年までに刊行された211版の「カレピーノ」が収録される。
6　 ラテン語-ラテン語の辞書であるが、同義のギリシャ語も付された。

標題紙

本文
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マ
ル
ク
ス
・
ト
ゥ
ッ
リ
ウ
ス
・
キ
ケ

ロ（
紀
元
前
１
０
６

－

４
３
）は
古
代
ロ
ー

マ
共
和
政
末
期
の
政
治
家
で
、
雄
弁
家

と
し
て
も
名
高
い
人
物
で
す
。
法
廷
や

政
治
の
場
で
行
っ
た
演
説
の
ほ
か
に
、

哲
学
、
修
辞
学
に
関
す
る
著
作
を
数
多

く
残
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
、
思

想
、
文
化
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。
家
族
や
友
人
・
知
人
に
宛
て
た

書
簡
が
約
９
０
０
通
現
存
し
て
お
り（

７
）、

歴
史
的
に
も
貴
重
な
史
料
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
書
は
友
人
の
ア
ッ
テ
ィ
ク
ス

宛
の
書
簡
集
に
対
す
る
注
釈
書
で
、
前

述
の
「
カ
レ
ピ
ー
ノ
」
と
同
じ
く
16
世

紀
イ
タ
リ
ア
の
印
刷
業
者
パ
オ
ロ
・
マ

ヌ
ー
ツ
ィ
オ
に
よ
る
ア
ル
ド
版
で
す

（
本
誌
10
頁
参
照
）。
書
簡
本
文
は
含
ま

れ
ず
、
注
釈
の
み
の
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
１
５
４
７
年
に
最
初
に
出
版
さ

れ
て
お
り
、
指
定
資
料
は
そ
の
増
訂
版

に
あ
た
り
ま
す（

８
）。
八
折
判
の
判
型
に
イ

タ
リ
ッ
ク
体
で
印
刷
さ
れ
た
、
小
型
の

携
帯
し
や
す
い
サ
イ
ズ
の
書
物
で
す
。

　

パ
オ
ロ
は
非
常
に
優
れ
た
キ
ケ
ロ
の

研
究
者
で
も
あ
っ
た
た
め
、
キ
ケ
ロ
の

一
連
の
著
作
の
校
訂
版
を
繰
り
返
し
出

版
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
注
釈
も
自
ら

手
が
け
て
刊
行
し
ま
し
た
。

　

本
書
は
出
版
文
化
史
上
に
お
い
て
貴

重
な
だ
け
で
は
な
く
、
16
世
紀
当
時
の

装
丁
が
残
っ
て
い
る
の
も
魅
力
の
ひ
と

つ
で
す（
本
誌
19
頁
館
内
ス
コ
ー
プ
参
照
）。

パオロ・マヌーツィオ
『アッティクス宛キケロ書簡集の注釈』（1553）

< 請求記号　WA42-100>
Manuzio, Paolo, 1512-1574.  In Epistolas Ciceronis ad Atticvm, /  Pavli Manvtii commentarivs.  Venetiis : [apvd 
Pavlvm Manvtivm, Aldi filivm], M.D.LIII. [1553]  4 unnumbered leaves, 414, that is, 416 leaves ;  16.5cm (8vo)
Numbers 383-384 repeated in foliation.  Signatures: *⁴, A-Z⁸, AA-ZZ⁸, AAA-FFF⁸.  Anchor and dolphin 
device on title page.  Publisher from colophon.  Guide letters in initial spaces.  Printed mainly in italic letter.  
Commentary without text.

7　キケロ宛の書簡を若干含む。
8 パオロはアッティクス宛キケロ書簡集の注釈書を1547年、1553年（本書）、1557年、1561年、1568年、

1572年に出版している。書簡本文も幾度も刊行しているが、本書はそのうちの1551年版書簡本文
に対応して出版された注釈書とみられる。

標題紙パオロ・マヌーツィオによる序文
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国
立
国
会
図
書
館
は
現
在
12
点
の
ア
ル

ド
版
を
所
蔵
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
貴
重

書
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ア
ル
ド
版
と
は

ア
ル
ド
・
マ
ヌ
ー
ツ
ィ
オ
（M

anuzio, Aldo, 

c.1450-1515

）
と
彼
の
後
継
者
た
ち
が
経
営

し
た
ア
ル
ド
印
刷
所
に
よ
り
１
４
９
５
年

か
ら
約
百
年
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
た
ギ

リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
古
典
お
よ
び
人
文
主
義

者
の
著
作
等
の
千
点
を
超
え
る
書
物
の
こ

と
で
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
12

点
の
う
ち
最
初
に
収
蔵
さ
れ
た
も
の
は
昭

和
48
年
収
集
の
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
（Isocrates, 

436-338 BC

）
の
雄
弁
家
論
集
で
あ
る
（
後

述
）。
ま
た
、
6
点
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の

貿
易
商
、
原
昇
氏
の
収
集
に
由
来
す
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
ア
ル
ド
版
の

紹
介
を
兼
ね
て
ア
ル
ド
・
マ
ヌ
ー
ツ
ィ

オ
と
彼
の
後
継
者
で
あ
る
義
父
ア
ン
ド

レ
ア
・
ト
ッ
レ
ザ
ー
ニ（Torresani, Andrea, 

1451-1529

）、
息
子
パ
オ
ロ
・
マ
ヌ
ー
ツ
ィ

オ
（M

anuzio, Paolo, 1512-74

）
お
よ
び
孫
ア

ル
ド
2
世
（M

anuzio, Aldo II, 1547-97

）
の

印
刷
出
版
活
動
に
つ
い
て
述
べ
な
が
ら
、

ア
ル
ド
版
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
触
れ

て
み
た
い
。

アルド・マヌーツィオと
彼の後継者たち

早稲田大学 教育・総合科学学術院 教授  雪 嶋 宏 一

アルド・マヌーツィオ肖像
（Galle, Philippe, Italorum doctrina illustrium imagines, Antoerpiae: ex 

Officina Plantiniana, 1600, F. 16）、早稲田大学図書館所蔵（文庫 8 B206）

新たに貴重書に指定された 2 点の洋書は、「アルド版」と呼ばれます。ヴェ
ネツィアのアルド印刷所は、イタリック体や、文庫本の元祖というべき八
折判の古典シリーズを刊行するなど、印刷史上、大きな足跡を残しました。
ここでは、国立国会図書館が所蔵するアルド版を中心に、その歴史的意
義について、早稲田大学の雪嶋先生にご寄稿いただきました。



11 国立国会図書館月報 675/676 号 2017.7/8

印
刷
都
市
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

　

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
（Johannes Gensfleisch, 

Hof zum
 Gutenberg, c.1400-1468

）
に
よ
っ
て

発
明
さ
れ
た
活
版
印
刷
術
は
ド
イ
ツ
の
印

刷
職
人
た
ち
に
よ
っ
て
１
４
６
５
年
ま
で

に
ロ
ー
マ
の
東
約
50
キ
ロ
に
あ
る
ス
ビ
ア

コ
の
修
道
院
に
も
た
ら
さ
れ
、
１
４
６
７

年
に
は
ロ
ー
マ
に
印
刷
所
が
開
設
さ
れ
、

１
４
６
９
年
に
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
印
刷

所
が
稼
働
し
た
。
当
時
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
貿
易
都
市
に
発
展
し

て
お
り
、
新
産
業
で
あ
る
印
刷
業
は
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
の
豊
か
な
資
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

中
に
広
が
る
販
売
網
に
支
え
ら
れ
て
大
い

に
発
達
し
た
。
イ
タ
リ
ア
は
も
と
よ
り
ド

イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
か
ら
多
く
の
印
刷
職
人

が
集
ま
り
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
15
世
紀
中

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
印
刷
都
市
へ
と
成

長
し
た
。
こ
の
都
市
に
印
刷
所
を
開
設
し

た
一
人
が
ア
ル
ド
・
マ
ヌ
ー
ツ
ィ
オ
で
あ

る
。

ア
ル
ド
・
マ
ヌ
ー
ツ
ィ
オ
の
生
涯

と
彼
の
印
刷
出
版
活
動

　

ア
ル
ド
は
ロ
ー
マ
の
南
東
約
55
キ
ロ

に
あ
る
小
村
バ
ッ
シ
ア
ー
ノ
の
出
身
で
、

ロ
ー
マ
大
学
で
ラ
テ
ン
語
と
古
典
学
を
学

び
、
さ
ら
に
北
イ
タ
リ
ア
の
フ
ェ
ッ
ラ
ー

ラ
で
ギ
リ
シ
ア
語
を
修
得
し
た
後
、
貴
族

の
子
弟
に
古
典
語
を
教
え
る
家
庭
教
師
に

な
っ
た
人
文
主
義
者
で
あ
る
。
人
文
主
義

者
と
は
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
に
盛
ん
に
な
っ

た
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
古
典
を
研
究
す
る

学
者
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
古
代
を
理

想
と
す
る
人
間
中
心
の
世
界
観
を
有
し
、

古
典
の
写
本
を
収
集
し
て
校
訂
し
た
。
ア

ル
ド
は
ギ
リ
シ
ア
語
を
教
え
る
際
に
優
れ

た
校
訂
テ
キ
ス
ト
の
不
足
に
悩
み
、
自
ら

古
典
テ
キ
ス
ト
を
校
訂
し
て
出
版
し
よ

う
と
考
え
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
赴
き

１
４
９
４
年
に
印
刷
所
を
設
立
し
た
。

　

彼
の
最
初
の
印
刷
書
は
同
時
代
の
ギ

リ
シ
ア
人
学
者
ラ
ス
カ
リ
ス
（Lascaris, 

Constantinus, 1434-1501

）
の
『
ギ
リ
シ
ア
語

文
法
』（1495

）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
哲
学

者
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（Aristoteles, 384-322 

BC

）
著
作
集
（1495-98

）
や
詩
人
ア
リ
ス

ト
フ
ァ
ネ
ス
（Aristophanes, c.448-c.388 BC

）

喜
劇
集
等
の
ギ
リ
シ
ア
語
初
版
を
次
々
と

印
刷
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
古
典
文
献
の
本
格

ヴェネツィア（筆者撮影）
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資料1　イアンブリコス『エジプト人、カルデア人、
アッシリア人の秘儀』

（Iamblichus, De mysteriis Aegyptiorum, Chaldaeorum, Assyriorum, 
1497）、3 葉表、国立国会図書館所蔵（WA42-41）

資料2　マルティアリス『短詩集』
（Martialis, Marcus Valerius, Martialis, 1501）、2 葉表、国立国会図書館所

蔵（WA42-42）

的
な
出
版
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
哲
学
者

フ
ィ
チ
ー
ノ
（Ficino, M

arsilio, 1433-99

）
が

ギ
リ
シ
ア
語
か
ら
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
し

た
イ
ア
ン
ブ
リ
コ
ス
（Iam

blichus, ?-325

）

等
の
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
論
集
（
資
料
１
）、

詩
人
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
（Vergilius M

aro, 

Publius, 70-19 BC

）
や
マ
ル
テ
ィ
ア
リ
ス

（M
artialis, M

arcus Valerius,　

c. AD 40-c.104

）

（
資
料
２
）
等
の
ロ
ー
マ
古
典
、
エ
ラ
ス
ム

ス
（Erasm

us, Desiderius, 1466-1536

）
等
の

人
文
主
義
者
の
著
作
、
ダ
ン
テ
と
ペ
ト
ラ

ル
カ
の
イ
タ
リ
ア
古
典
、
古
典
語
の
文
法

書
と
辞
典
等
の
編
集
、
校
訂
を
精
力
的
に

行
っ
た
。
自
ら
も
ラ
テ
ン
語
と
ギ
リ
シ
ア

語
の
文
法
書
を
執
筆
し
た
。
ア
ル
ド
の
出

版
物
は
同
時
代
の
人
文
主
義
者
た
ち
の
間

で
大
変
な
好
評
を
博
し
た
。

　

ア
ル
ド
は
１
５
０
０
年
頃
ま
で
に
ギ
リ

シ
ア
語
を
愛
好
す
る
仲
間
た
ち
と
学
問

サ
ー
ク
ル
「
新
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
設
立
し

た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
の
集
い
で
は
ギ
リ
シ
ア

語
で
会
話
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
違
反

者
に
は
罰
金
が
科
さ
れ
、
罰
金
が
た
ま
る

と
そ
の
資
金
で
宴
会
を
催
し
た
。
ま
た
、

ア
カ
デ
ミ
ー
の
名
を
冠
し
た
書
物
も
刊
行

さ
れ
た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
の
評
判
は
す
ぐ
に

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
に
ま
で
達
し
た
と
い

う
。

　

ア
ル
ド
は
１
５
０
５
年
、
印
刷
業
者

ト
ッ
レ
ザ
ー
ニ
の
娘
マ
リ
ア
（Torresani, 

M
aria, ?-1536

）
と
結
婚
し
て
、
自
ら
の
印

刷
所
を
ト
ッ
レ
ザ
ー
ニ
の
印
刷
所
に
併
合

し
て
共
同
経
営
に
乗
り
出
し
た
。
彼
は
、

途
中
2
回
の
印
刷
所
の
中
断
を
挟
み
な
が

ら
生
涯
に
１
３
５
版
ほ
ど
を
単
独
あ
る
い

は
「
ア
ル
ド
と
義
父
ア
ー
ゾ
ラ
の
ア
ン
ド

レ
ア
の
家
に
て
」
と
い
う
刊
記
を
つ
け
て

共
同
で
出
版
し
て
１
５
１
５
年
2
月
6
日

に
亡
く
な
っ
た
。

資料2
アルドは 1501 年から本文活字としてイタリック体活字を採用し
た。同年には八折判 6 書にこの活字が使用された。本書はその
うちの一つ。

資料1
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資料3　ポンターノ『全集第3巻』
(Pontano, Giovanni Gioviano, Centum Ptolemaei sententiae ad Syrum 
fratrem a Pontano e graeco in latinum tralatae atque expositae. ..., 
1519)、320 葉表、国立国会図書館所蔵（WA42-30） 

資料3
奥付に”in aedibus Aldi, et Andreae soceri”（アルドと義父アンドレア
の家にて）という刊記がある。

ア
ル
ド
の
後
継
者
た
ち
：
ア
ン
ド

レ
ア
・
ト
ッ
レ
ザ
ー
ニ

　

ア
ル
ド
亡
き
後
、
印
刷
所
は
ト
ッ
レ

ザ
ー
ニ
に
引
き
継
が
れ
た
。
彼
は
息
子
の

ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
（Torresani, 

Gian Francesco, c.1498-1558

）
の
協
力
を

得
て
、
ア
ル
ド
の
出
版
計
画
に
沿
っ
て

悲
劇
作
家
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
（Aeschylus, 

c.525-c.456 BC

）
等
の
ギ
リ
シ
ア
古
典
を
印

刷
す
る
と
同
時
に
、
生
前
に
ア
ル
ド
が
刊

行
し
た
本
を
重
版
し
、
さ
ら
に
16
世
紀
の

人
文
主
義
者
の
著
作
も
手
掛
け
た
。
ト
ッ

レ
ザ
ー
ニ
は
こ
の
時
代
に
も
「
ア
ル
ド
と

義
父
ア
ー
ゾ
ラ
の
ア
ン
ド
レ
ア
の
家
に

て
」の
刊
記
を
付
け
て
出
版
を
続
け
た（
資

料
3
）。
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
財
務
官
グ

ロ
リ
エGrolier, Jean, 1479-1565

）
は
ア
ル
ド

印
刷
所
に
出
資
し
た
。
グ
ロ
リ
エ
は
ア
ル

ド
版
を
大
量
に
収
集
し
た
最
初
の
愛
書
家

で
、
華
麗
な
装
丁
を
施
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
仲
間
た
ち
の
利
用
に
も
供
し
た
。

パ
オ
ロ
・
マ
ヌ
ー
ツ
ィ
オ

　

ト
ッ
レ
ザ
ー
ニ
没
後
、
マ
ヌ
ー
ツ
ィ
オ

家
と
ト
ッ
レ
ザ
ー
ニ
家
と
の
間
で
遺
産
相

続
争
い
が
生
じ
、
印
刷
所
は
１
５
２
９
年

に
三
度
目
の
中
断
に
至
っ
た
。
印
刷
所
を

１
５
３
３
年
に
再
開
し
た
の
は
ア
ル
ド
の

三
男
の
パ
オ
ロ
で
あ
っ
た
。
彼
は
ア
ル

ド
の
衣
鉢
を
継
い
で
、
哲
学
者
キ
ケ
ロ

（Cicero, M
arcus Tullius, 106-43 BC

）、
詩
人

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
（Ovidius Naso, Publius, 

43 BC-17 AD

）
等
の
ロ
ー
マ
古
典
、
雄
弁

家
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
（Isocrates, 436-338 BC

）

等
の
ギ
リ
シ
ア
古
典
を
印
刷
し
た
。
パ
オ

ロ
は
自
分
の
名
前
を
示
さ
ず
に
「
ア
ル
ド

と
義
父
ア
ー
ゾ
ラ
の
ア
ン
ド
レ
ア
の
後
継

パオロ・マヌーツィオの肖像
（Galle, Philippe, Italorum doctrina illustrium imagines, Antoerpiae: 

ex Officina Plantiniana, 1600, F. 17）、早稲田大学図書館所蔵（文庫 8 
B206）
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者
の
家
に
て
」
と
い
う
刊
記
を
付
け
て
刊

行
し
た
（
資
料
4
）。
遺
産
相
続
争
い
が
最

終
的
に
解
決
し
た
１
５
４
０
年
か
ら
ロ
ー

マ
に
赴
く
１
５
６
１
年
ま
で
が
パ
オ
ロ
の

最
盛
期
で
あ
る
。
彼
の
刊
行
書
の
6
割
が

こ
の
間
に
集
中
し
て
い
る
。
パ
オ
ロ
が
最

も
力
を
注
い
で
編
集
・
刊
行
し
た
の
が
キ

ケ
ロ
の
作
品
と
注
釈
で
あ
っ
た
。
彼
は
生

涯
に
52
版
の
キ
ケ
ロ
の
作
品
を
刊
行
し
て

い
る
が
、
そ
の
う
ち
１
５
６
１
年
ま
で
の

刊
行
が
32
版
あ
り
、
自
身
に
よ
る
注
釈
書

も
6
版
上
梓
し
て
い
る
（
資
料
５
）。
彼
に

と
っ
て
キ
ケ
ロ
作
品
の
注
釈
は
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
。

　

１
５
５
８
年
に
外
交
官
フ
ェ
デ
リ
コ
・

バ
ド
エ
ル
（Badoer, Federico, 1519-93

）
が

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
貴
顕
と
学
者
の
集
い
で

あ
る
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」

を
設
立
し
た
。
詩
人
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
タ
ッ

ソ
（Tasso, Bernardo, 1493-1569

）
が
書
記

を
、
パ
オ
ロ
が
出
版
物
の
印
刷
を
担
当
し

た
。
そ
れ
ら
本
の
刊
記
に
は’Academ

ia 

Veneta’

と
印
刷
さ
れ
る
の
み
で
（
資
料

6
）、
パ
オ
ロ
の
名
前
は
な
い
が
、
ア
ル

ド
版
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　

パ
オ
ロ
は
教
皇
庁
か
ら
の
招
聘
に
応
じ

て
１
５
６
１
年
に
ロ
ー
マ
に
赴
き
、
教
皇

庁
の
印
刷
事
業
を
担
っ
た
。
そ
こ
で
彼

は
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
書
、
ト
リ
エ
ン
ト

公
会
議
の
決
定
集
と
禁
書
目
録
等
を
印

刷
し
た
。
ロ
ー
マ
の
印
刷
所
の
商
標
に

は
「S.P.Q.R.

（
ロ
ー
マ
人
民
の
印
刷
所
）」

の
楯
と
そ
の
下
に
ア
ル
ド
印
刷
所
の
商
標

で
あ
る「
錨
と
イ
ル
カ
」（
後
述
）を
掲
げ（
資

料
7
）、「
パ
オ
ロ
・
マ
ヌ
ー
ツ
ィ
オ
の
も

と
、
ロ
ー
マ
人
民
の
家
に
て
」
と
記
述
し

資料5

資料4
奥付に”in aedibus haeredum Aldi Manutii, & Andreae Afulani”（ア
ルド・マヌーツィオとアーゾラのアンドレアの後継者の家にて）という
刊記がある。

資料4　イソクラテス『雄弁家論集』
（Isocrates, Isocrates nuper accurate recognitus, et auctus, 1534）、奥付（115

葉裏）、国立国会図書館所蔵（WA42-7）

資料５　パオロ・マヌーツィオ『アッティクス宛キケロ
書簡集の注釈』

（Manuzio, Paolo, In epistolas Ciceronis ad Atticum, Pauli Manutii 
commentarius, 1553）、標題紙（1 葉表）、国立国会図書館所蔵（WA42-100）

（本誌 p.7 参照）
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資料6　デルフィーニ『海水の流れと逆流について、
洗練された博学なる議論』

（Delphini, Federico, Federici Delphini, Mathematici praestantissimi, De 
fluxu et refluxu aquae maris, subtilis et erudita disputatio, 1559）、1 葉表、
国立国会図書館所蔵（WA42-83）

資料7　『トリエント公会議教理問答集』
（Catechismus ex decreto Concilii Tridentini, Romae, 1566）、1 葉表、国立

国会図書館所蔵（WA42-45）

資料6
標題紙に “In Academia Veneta”（ヴェネツィア・アカデミーにて）という
刊記があるが、パオロの名前は見られない。

資料7
標題紙にS.P.Q.R.と記された楯とその下に「錨とイルカ」の商標がある。

た
。
彼
は
同
時
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
印
刷

所
の
経
営
も
継
続
し
て
、
ロ
ー
マ
古
典
や

人
文
主
義
者
の
著
作
を
主
に
出
版
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
パ
オ
ロ
は
ロ
ー
マ
の
印
刷
所

の
管
理
に
関
し
て
教
皇
庁
と
決
裂
し
て

１
５
６
９
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
帰
還
し

た
。
こ
の
間
の
１
５
７
１
年
に
神
聖
ロ
ー

マ
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
2
世（M

axim
ilian 

II, 

在
位1564-76

）
か
ら
爵
位
を
授
け
ら
れ

た
。
し
か
し
、
パ
オ
ロ
は
教
皇
庁
に
呼
び

戻
さ
れ
て
ロ
ー
マ
に
再
度
赴
き
、
望
郷
の

念
を
抱
き
な
が
ら
１
５
７
４
年
4
月
6
日

に
ロ
ー
マ
で
客
死
し
た
。

ア
ル
ド
2
世

　

パ
オ
ロ
の
長
子
ア
ル
ド
2
世
は
早
熟
の

天
才
で
、
9
歳
の
時
に
『
ト
ス
カ
ー
ナ
語

と
ラ
テ
ン
語
の
優
雅
さ
に
つ
い
て
』、
14

歳
で
ラ
テ
ン
語
の
『
正
書
法
』
を
父
の
印

刷
所
か
ら
上
梓
し
た
。
20
歳
に
な
る
頃
に

は
父
の
代
理
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
印
刷
所

を
経
営
し
て
、
印
刷
書
の
刊
記
に
自
身
の

名
前
を
記
載
し
た
。
父
亡
き
後
で
印
刷

所
を
相
続
し
た
が
、
ま
も
な
く
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
総
督
書
記
局
で
文
書
の
起
草
を

任
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
印
刷
所
を
片
腕

の
マ
ナ
ッ
シ
（M

anassi, Nicola

）
に
任
せ
て

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
教
授
に
就
任
し
、
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
で
も
印
刷
を
行
っ
た
。そ
し
て
、

１
５
８
８
年
に
ロ
ー
マ
大
学
教
授
に
転
任

し
、
１
５
９
５
年
に
は
父
と
同
様
に
教
皇

庁
に
仕
え
た
が
、
１
５
９
７
年
10
月
28
日

に
ロ
ー
マ
で
客
死
し
て
、
１
０
０
年
に
及

ぶ
印
刷
所
は
終
焉
し
た
。
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ア
ル
ド
の
遺
産

　

ア
ル
ド
は
20
年
間
の
印
刷
出
版
活
動
で

書
物
文
化
史
上
に
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
。

読
み
や
す
い
活
字
の
制
作

　

ア
ル
ド
は
活
字
制
作
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
で
活
躍
し
た
活
字
職
人
グ
リ
ッ
フ
ォ

（Griffo, Francesco, ?-1518

）
に
依
頼
し
て
い

た
。
グ
リ
ッ
フ
ォ
は
ア
ル
ド
の
手
書
き
ギ

リ
シ
ア
文
字
を
見
本
に
し
て
ギ
リ
シ
ア
語

の
表
記
が
自
由
に
で
き
て
読
み
や
す
い
ギ

リ
シ
ア
語
活
字
を
制
作
し
た
。
ギ
リ
シ
ア

語
は
ア
ク
セ
ン
ト
の
有
無
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
記
号
を
も
ち
い
る
が
、
従
来
の
ギ
リ
シ

ア
語
活
字
で
は
正
確
に
表
記
で
き
ず
、
美

し
く
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
読
み
や
す

い
活
字
が
制
作
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
ギ
リ

シ
ア
語
文
献
の
普
及
が
可
能
に
な
っ
た
と

い
え
よ
う
。
16
世
紀
中
葉
に
フ
ラ
ン
ス
の

ギ
ャ
ラ
モ
ン
（Garam

ont, Claude, 1499-1561

）

に
よ
っ
て
こ
の
活
字
の
デ
ザ
イ
ン
が
改
良

さ
れ
、
さ
ら
に
18
世
紀
中
葉
ま
で
使
用
さ

れ
続
け
た
。

イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
発
明
と
文
庫
本
の
元
祖

　

ま
た
、
彼
は
い
わ
ゆ
る
イ
タ
リ
ッ
ク
体

活
字
を
初
め
て
制
作
し
た
。こ
の
活
字
は
、

携
帯
に
便
利
な
八
折
判
（octavo

）
を
採
用

し
た
ラ
テ
ン
語
の
古
典
シ
リ
ー
ズ
の
印
刷

に
活
躍
し
た
。
八
折
判
と
は
全
紙
の
長
辺

を
半
折
し
、そ
れ
を
ま
た
長
辺
で
半
切
し
、

さ
ら
に
半
切
し
て
で
き
る
縦
長
の
判
型
で

あ
り
、
基
本
的
に
８
葉
16
ペ
ー
ジ
の
折
丁

か
ら
な
る
。
彼
は
こ
の
八
折
判
を
「
携
帯

で
き
る
ポ
ケ
ッ
ト
判
」
と
呼
ん
で
販
売
し

た
。
彼
の
八
折
判
古
典
シ
リ
ー
ズ
は
各
地

で
模
倣
さ
れ
て
古
典
の
普
及
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
。
今
日
の
文
庫
本
の
元
祖

で
あ
る
。
そ
し
て
、
イ
タ
リ
ッ
ク
体
活
字

も
各
地
で
広
く
使
用
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の

グ
ラ
ン
ジ
ョ
ン
（Granjon, Robert, 1513-89

）

等
に
よ
っ
て
改
良
が
加
え
ら
れ
た
。
さ
ら

に
、
ロ
ー
マ
ン
体
活
字
と
セ
ッ
ト
に
し
て

一
般
に
普
及
し
て
、今
日
に
及
ん
で
い
る
。

早
期
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

　

ア
ル
ド
は
１
５
０
２
年
か
ら
商
標
と
し

て
「
錨
と
イ
ル
カ
」
を
採
用
し
て
、
印
刷

書
の
巻
末
や
巻
頭
に
印
刷
し
た
。「
錨
と

イ
ル
カ
」
は
ロ
ー
マ
皇
帝
テ
ィ
ト
ゥ
ス

（Titus, 

在
位79-81

）
が
発
行
し
た
銀
貨
に
刻

印
さ
れ
た
図
を
基
に
し
た
も
の
で
、「
ゆ
っ

く
り
と
急
げ
」
と
い
う
寓
意
を
含
む
。
リ

ヨ
ン
で
作
ら
れ
る
ア
ル
ド
版
の
海
賊
版
に

対
抗
し
て
こ
の
商
標
を
明
示
す
る
こ
と
で

自
社
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
た
。
早
期
の

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
い
え
よ
う
。「
錨
と
イ

ル
カ
」
は
後
の
出
版
業
者
に
よ
っ
て
優
れ

た
出
版
者
を
意
味
す
る
マ
ー
ク
と
み
な
さ

れ
た
。
20
世
紀
末
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

上
で
ペ
ー
ジ
レ
イ
ア
ウ
ト
を
行
う
ソ
フ
ト

「
ペ
ー
ジ
・
メ
ー
カ
ー
」
で
有
名
な
ア
ル

ダ
ス
社
が
ア
ル
ド
の
名
前
の
ラ
テ
ン
語
形

Aldus

（
英
語
で
は「
ア
ル
ダ
ス
」と
発
音
）

を
社
名
と
し
て
ア
ル
ド
の
横
顔
を
商
標
に

し
た
こ
と
も
ア
ル
ド
・
ブ
ラ
ン
ド
に
あ
や

か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ア
ル
ド
印
刷
所
に
9
か
月
滞
在
し
た
エ

ラ
ス
ム
ス
は
主
著『
格
言
集
』の
中
で「
ア

ル
ド
の
偉
業
」
を
称
え
、英
国
の
ト
マ
ス
・

モ
ア
（M

ore, Thom
as, 1478-1535

）
は
代
表

作
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
の
中
で
優
れ
た
本
と

し
て
ア
ル
ド
版
の
ギ
リ
シ
ア
語
書
を
列
挙

し
た
。
同
時
代
に
こ
の
よ
う
に
高
く
評
価

左ページ：
（上）ギリシャ語の活字（資料 4より）
（左下）イタリック体活字が印刷された八折判。なお、国立国会図

書館所蔵本のページの寸法は縦 15.1cm ×横 10cm（資料 5より）
（右下）国立国会図書館所蔵本の中で最も古い「錨とイルカ」の商

標（資料 3より）
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資料3 縦 16.5cm のハンディサイズである。
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さ
れ
た
ア
ル
ド
の
活
動
を
受
け
継
い
だ
後

継
者
た
ち
は
、
古
典
や
人
文
主
義
者
の
著

作
等
の
学
術
書
を
刊
行
す
る
学
術
出
版
社

を
築
き
上
げ
て
、
後
世
の
学
問
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。

ア
ル
ド
版
の
収
集
と
図
書
館

　

ア
ル
ド
版
の
収
集
は
前
述
の
よ
う
に
フ

ラ
ン
ス
の
グ
ロ
リ
エ
か
ら
始
ま
り
、
ギ
リ

シ
ア
語
文
献
を
欲
し
て
ト
ッ
レ
ザ
ー
ニ
家

の
蔵
書
を
買
い
取
っ
た
国
王
フ
ラ
ン
ソ
ワ

1
世（François I, 

在
位1515-47

）
が
続
き（
フ

ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
に
現
存
）、
大
法
官

メ
ー
ム
（M

ésm
es, Henri de, 1532-96

）
に
そ

の
情
熱
が
受
け
継
が
れ
、
18
世
紀
の
枢
機

卿
ロ
メ
ニ
ー
・
ド
・
ブ
リ
エ
ン
ヌ
（Lom

énie 

de Brienne, Étienne-Charles de, 1727-94

）

の

蔵
書
を
潤
し
た
。
さ
ら
に
、
19
世
紀
の
書

誌
学
者
ル
ヌ
ア
ー
ル
（Renouard, Antoine- 

Augustin, 1765-1853

）
が
注
意
深
く
収
集
し

て
浩
瀚
な
ア
ル
ド
版
書
誌
を
上
梓
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
で
は
ヴ
ァ
チ
カ
ン
教
皇
庁
図

書
館
が
ア
ル
ド
2
世
の
蔵
書
を
早
期
に
収

蔵
し
た
。
そ
の
後
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
マ

ル
チ
ア
ー
ナ
図
書
館
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の

国
立
中
央
図
書
館
と
メ
デ
ィ
チ
ェ
ア
＝
ラ

ウ
レ
ン
ツ
ィ
ア
ー
ナ
図
書
館
、
ミ
ラ
ノ
の

ア
ン
ブ
ロ
ジ
ア
ー
ナ
図
書
館
で
も
個
人
が

収
集
し
た
ア
ル
ド
版
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

収
蔵
さ
れ
た
。
ま
た
、
ベ
ル
リ
ン
国
立

図
書
館
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
ジ
ョ

ン
・
ラ
イ
ラ
ン
ズ
図
書
館
等
に
も
個
人
に

由
来
す
る
大
規
模
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
20
世
紀
以
降
は
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
や
テ
キ
サ
ス
大
学
等
の

ア
メ
リ
カ
の
図
書
館
が
積
極
的
に
収
集
し

て
い
る
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
ア
ル

ド
版
に
も
英
国
の
著
名
な
蔵
書
家
第
2
代

ポ
ー
ウ
ィ
ス
卿
（Edward Herbert, 2nd Earl of 

Powis, 1785-1848
）
の
旧
蔵
本
が
3
点
含
ま

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
原
昇
氏
収
集
本
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
欧
米
で
蔵
書
家
が
ア

ル
ド
版
を
収
集
し
た
動
機
は
、
グ
ロ
リ
エ

以
来
の
愛
書
家
の
必
須
ア
イ
テ
ム
で
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
国
立
図
書

館
や
大
学
図
書
館
等
の
研
究
図
書
館
に
収

蔵
さ
れ
た
理
由
は
、
ア
ル
ド
版
が
蔵
書
の

核
と
な
り
、
学
問
の
基
礎
で
あ
る
と
認
識

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

参考文献：
柳沼正広「エラスムス『格言集』から「ゆっく
りと急げ」翻訳と解題」『創価大学人文論集』
22 号、2010、p. 217-245
雪嶋宏一「わが国におけるアルド版の調査研
究」『早稲田大学図書館紀要』54 号、2007、p. 
1-54
雪嶋宏一『アルド・マヌーツィオとルネサン
ス文芸復興』東京製本倶楽部会報編集部、
2014
ラウラ・レプリ著、柱本元彦訳『書物の夢、
印刷の旅：ルネサンス期出版文化の富と虚栄』
青土社、2014
Lowry, Martin, The world of Aldus Manutius: 
business and scholarship in Renaissance 
Venice, Oxford: Basil Blackwell, 1979.

雪嶋宏一
早稲田大学　教育・総合科学学術院　教授

早稲田大学第一文学部東洋史専攻を卒業後、早稲田大学図書館勤務。2008 年
度教育・総合科学学術院に転属、准教授。2013 年度より現職。専門分野は西洋
書誌学、図書館情報学。著書に、Incunabula in Japanese Libraries（雄松堂出版）、

『西洋古版本の手ほどき 基礎編』（明治大学リバティアカデミー）、『雪嶋宏一書
誌選集』（金沢文圃閣）などがある。

（左）アルド印刷所があったとされる建物。ラ
テン語のプラーク（案内板）が掲げられている。

（上）プラークには「学識者として知らぬ者な
きマヌキア一族はこの地で印刷術により卓越し
ていた」とある。

（いずれも筆者撮影）
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本
を
購
入
す
る
時
っ
て
、
つ
い
状
態
の
良
い
き
れ
い
な

本
を
選
ん
で
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
で
も
、
古
本
、
特
に
何

百
年
も
前
の
洋
古
書
な
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
表
紙
が
取
れ

か
か
っ
て
い
て
、
書
き
込
み
だ
ら
け
の
本
は
価
値
が
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
古
い
製
本
の
形
跡
が
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

し
、
書
き
込
み
を
解
読
す
れ
ば
誰
が
所
有
し
て
い
た
か
わ

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
び
新
た
に
貴
重
書
に
指
定
さ
れ
た
洋
古
書
２

点
は
、
16
世
紀
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
刊
行
さ
れ
た
本
で

す
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
と
な
る
ま
で
５
０
０
年
近
く

様
々
な
場
所
を
旅
し
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
来

歴
を
解
き
明
か
し
た
い
の
は
山
々
で
す
が
、
残
念
な
が
ら

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
手
に
余
り
ま
す
の
で
、
今
回
は
当
館
に

入
っ
て
く
る
直
前
の
平
成
27
年
度
に
、
当
時
永
田
町
に
勤

務
し
て
い
た
筆
者
が
入
手
に
携
わ
っ
た
部
分
の
み
、
お
話

し
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
年
は
ア
ル
ド
・
マ
ヌ
ー
ツ
ィ
オ
が
亡
く
な
っ
て

ち
ょ
う
ど
５
０
０
年
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
古
書
店
の
カ

タ
ロ
グ
に
は
ア
ル
ド
や
息
子
の
パ
オ
ロ
が
出
版
し
た
ア
ル

ド
版
が
か
な
り
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
カ
タ

ロ
グ
の
解
説
だ
け
で
購
入
を
決
め
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
の
で
、
古
書
店
に
現
物
を
確
認
し
に
行
き
ま
し

た
。『
ア
ッ
テ
ィ
ク
ス
宛
キ
ケ
ロ
書
簡
集
の
注
釈
』
は
カ

タ
ロ
グ
に
よ
る
と
あ
ま
り
状
態
が
良
く
な
い
と
の
こ
と

だ
っ
た
の
で
す
が
、
た
し
か
に
背
の
部
分
が
破
損
し
て
い

ま
す
。
あ
れ
っ
、
写
本
の
切
れ
端
の
よ
う
な
も
の
が
つ
け

ら
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
ま
す
。
機
械
の
模
型
を
ス
ケ

ル
ト
ン
で
作
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、破
損
し
て
い
る
分
、

製
本
の
内
側
が
見
え
る
の
は
、
怪
我
の
功
名
と
い
う
か
破

損
の
功
名
で
す
。
不
要
な
紙
を
製
本
に
使
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
、
だ
と
し
た
ら
こ
の
紙
か
ら
来
歴
の
一
部
が
わ
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
ま
ず
は
、
破
損
し
て
い
る
資
料
の
購
入
を
検
討

し
て
よ
い
か
を
資
料
保
存
担
当
職
員
に
も
確
認
し
て
も

ら
っ
た
ほ
う
が
良
さ
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
古
書
店
に
２

点
の
資
料
を
当
館
ま
で
持
っ
て
き
て
も
ら
い
ま
し
た
。
特

に
破
損
し
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
は
当
面
ど
の
よ
う
に
保

管
す
る
か
を
決
め
た
上
で
、
や
っ
と
購
入
希
望
資
料
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
更
な
る
来
歴
調
査
が
進
め
ば
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

か
ら
永
田
町
ま
で
の
５
０
０
年
に
及
ぶ
旅
の
詳
細
が
明
ら
か

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
で
す
、
書
き
込
み
や
破
損

の
あ
る
本
も
お
も
し
ろ
い
で
し
ょ
う
？　

と
い
っ
て
も
、
私

も
自
分
が
買
う
本
は
や
っ
ぱ
り
き
れ
い
な
本
を
選
ん
で
し
ま

う
気
が
し
ま
す
が
…
。�

（
関
西
館
総
務
課　

三
年
帰
太
郎
）

書き込み、破損、歓迎します。
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文書の中の文書 ?
木
き の し た

下  竜
り ょ う ま

馬

中世の古文書を読んでみよう 3
資料の世界の歩き方

事
じじつがき

実書 事
ことがき

書

　

前
回
か
ら
引
き
続
き
、
鎌
倉
幕
府
の
判
決

書
（
裁
許
状
）
で
あ
る
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）

五
月
二
七
日
付
関
東
下
知
状
（
以
下
、本
文
書
）

を
読
み
解
い
て
い
き
ま
す
。

　

事こ
と
が
き書

か
ら
、
こ
れ
は
紀
伊
国
冨
安
荘
と
い

う
荘
園
の
雑
掌
（
京
都
の
荘
園
領
主
の
代
官
）・

経
清
と
、
そ
の
荘
園
の
地
頭
代
（
地
頭
の
代

官
）・
頼
行
と
の
あ
い
だ
の
裁
判
だ
と
わ
か

り
ま
す
。
以
下
、
前
者
を
荘
園
領
主
側
、
後

者
を
地
頭
側
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。

　

本
文
書
の
事
実
書
（
本
文
）
は
た
い
へ
ん

長
く
見
え
ま
す
が
、
こ
れ
は
本
文
に
別
の
文

書
が
引
用
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
こ
の
よ

う
な
文
書
の
場
合
、「
如　

A　

者　

B　

云
々
」（「　

A　

の
ご
と
く
ん
ば　

B　

云
々
」
と
読
み
下
す
）
と
い
う
文
言
が
よ
く

使
わ
れ
ま
す
。
A
に
は
文
書
の
名
な
ど
が
入

り
、
B
に
は
A
の
内
容
が
引
用
さ
れ
ま
す
。

本
文
書
の
事
実
書
の
冒
頭
を
見
る
と
、「
如

六
波
羅
執
進
去
々
年
正
和
五

閏
十
月
廿
五
日
両

如如如者者者云
々
云
々

「資料の世界の歩き方」
は、国立国会図書館（NDL）

の所蔵する資料のうち、少し
難しそうな資料を取り上げて、

その「よみかた」に
触れる連載です。

その「よみかた」に
触れ
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方
連
暑

（
マ
マ
）和

与
状
者
」と
な
っ
て
い
ま
す
。「
六

波
羅
執
進
去
々
年
正
和

五

閏
十
月
廿
五
日
両
方

連
暑

（
マ
マ
）和

与
状
」
と
い
う
の
は
、「
六
波
羅
探

題
（
京
都
の
幕
府
出
先
機
関
）
が
送
っ
て
き
た

一
昨
年
の
正
和
五
年
（
一
三
一
六
）
閏
一
〇

月
二
五
日
付
け
の
、
原
告
・
被
告
が
と
も
に

署
名
し
た
和
与
状
」
の
意
味
で
す
。
和
与
状

の
意
味
は
あ
と
で
解
説
す
る
と
し
て
、
こ
の

和
与
状
の
引
用
は
ど
こ
ま
で
続
く
の
で
し
ょ

う
か
。
引
用
の
終
わ
り
を
示
す
「
云
々
」
は
、

後
ろ
か
ら
三
行
目
の
下
の
方
に
よ
う
や
く
出

て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
本
文
書
は
、
ほ
と
ん

ど
が
一
通
の
和
与
状
の
引
用
で
占
め
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。

　

本
文
書
の
構
造
を
上
に
あ
げ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
上
図
3
と
し
て
引
用
さ
れ
た
和
与

状
は
、
文
書
の
中
に
あ
る
文
書
と
い
え
ま

す
。
実
の
と
こ
ろ
、幕
府
の
判
断
は
、4
「
こ

の
う
え
は
、
異
儀
に
及
ば
ず
、
彼
の
状
を
守

り
、沙
汰
を
致
す
べ
し
。」（「
と
い
う
こ
と
で
、

互
い
に
約
束
を
破
る
こ
と
な
く
、
こ
の
和
与

状
の
内
容
を
遂
行
し
な
さ
い
」
の
意
）
と
い

う
部
分
し
か
な
い
の
で
す
。

　

さ
て
、
肝
心
の
「
和
与
状
」
と
は
な
に
か

を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
和
与
と
は
、
和
解
の

こ
と
を
指
し
ま
す
。
訴
訟
を
争
っ
て
い
る
両

　

紀
伊
国
冨
安
庄
雑
掌
経
清
与
地
頭
代
頼
行
相
論
所
務
条
々

右
、
如
六
波
羅
執
進
去
々
年
正
和
五

閏
十
月
廿
五
日
両
方
連
暑

（
マ
マ
）和
与
状
者
、

一
、
年
貢
未
進
事
、

右
、
雑
掌
則
年
貢
未
進
陸
百
余
石
・
銭
陸
百
余
貫
之
旨
訴
之
、
地
頭
□（
代
カ
）

当
庄
毎
年
内
検
之
処
、
於
地
頭
名
者
、
不
遂
其
節
、
以
既
得
分
致
弁
之
間
、

自
康
元
々
年
御
下
知
以
来
至
当
年
、
所
積
年
貢
過
上
分
米
参
千
余
石
・
銭
弐

千
余
貫
之
旨
陳
之
、
所
詮
、
云
所
務
、
云
年
貢
、
相
互
依
有
其
煩
、
於
向
後
者
、

当
庄
永
代
為
地
頭
請
所
之
儀
、
不
論
損
否
、
毎
年
以
五
十
貫
、
可
弁
済
京
都
、

此
上
者
、
庄
務
事
、
一
向
地
頭
一
円
致
其
沙
汰
、
預
所
不
可
相
綺
庄
務
、

一
、
御
代
一
度
検
注
事
、

右
、
雑
掌
雖
申
子
細
、
検
注
事
、
無
先
例
之
上
者
、
所
止
訴
訟
也
、

以
前
両
条
、
守
和
与
状
、
互
不
可
改
変
、
若
於
背
此
旨
者
、
可
被
処
罪
科

云
々
者
、
此
上
者
、
不
及
異
儀
、
守
彼
状
、
可
致
沙
汰
之
状
、

依
鎌
倉
殿
仰
、
下
知
如
件
、

　
　

文
保
二
年
五
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
模
守
平
朝
臣
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
蔵
守
平
朝
臣
（
花
押
）

云
々
者
、
此
上
者
、
不
及
異
儀
、
守
彼
状
、
可
致
沙
汰
之
状
、 和

与
状
者
、

1：事書 *
2：事実書（本文）
3：引用された和与状
4：幕府の判断
5：書き止め文言 *
6：年月日・署名・花押 *

（* 前回参照）

123

4

56
右
、
如
六
波
羅
執
進
去
々
年

地
頭
側

荘
園
領
主
側

文書の翻刻と構造
（適宜改行しています）

地
頭
側

荘
園
領
主

い
ち
い
ち
口
出
し
す
る
な
！

年
貢
を
納
め
ろ
！



国立国会図書館月報 675/676号 2017.7/8 22

当
事
者
が
、
な
ん
ら
か
の
妥
協
に
達
し
た
と

き
、
和
解
の
あ
か
し
と
し
て
作
る
の
が
和
与

状
で
す
。
幕
府
の
法
廷
で
争
っ
て
い
た
冨
安

荘
の
荘
園
領
主
側
と
地
頭
側
は
、
和
解
し
て

訴
え
を
取
り
下
げ
る
こ
と
に
し
た
の
で
し

た
。
本
文
書
の
引
用
を
見
る
限
り
、
一
つ
書

き
を
ふ
た
つ
並
べ
て
合
意
事
項
を
記
し
、
最

後
に
「
以
前
の
両
条
、
和
与
状
を
守
り
、
互

い
に
改
変
す
べ
か
ら
ず
。
も
し
こ
の
旨
に
背

く
に
お
い
て
は
、
罪
科
に
処
せ
ら
る
べ
し
」

（
3
の
最
終
行
に
引
用
）
と
、
こ
の
内
容
を

守
る
こ
と
を
約
し
て
い
ま
す
。
こ
の
後
に
双

方
が
署
名
し
た
の
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
双
方

が
合
意
し
た
だ
け
の
和
与
状
は
、
そ
の
ま
ま

で
は
実
効
性
に
裏
付
け
を
欠
き
ま
す
の
で
、

幕
府
に
提
出
し
て
、
本
文
書
の
よ
う
な
判
決

書
を
得
る
こ
と
で
、
法
的
な
効
力
を
持
た
せ

た
の
で
し
た
。

◆　

◆

　◆

　

第
一
回
、
そ
し
て
前
回
今
回
と
、
武
家
の

文
書
を
続
け
て
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
次

回
は
、
公
家
の
文
書
を
取
り
上
げ
ま
す
。

 

荘園領主側は、地頭側による冨安荘の年貢未納を非難していましたが、
どうやら荘園支配の細かい管轄（それにより年貢額も左右される）につい
て相互の認識に食い違いがあったようです。この和与によって、この
荘園の事務をすべて地頭側に委ね、年ごとの収穫高によらず、銭建
ての定額（銭50貫文）を京都の荘園領主が得ることで決着しました。
荘園の支配を地頭が一任される（地

じとううけ

頭請）のは地頭の勢力拡大とい
う潮流を、年貢をすべて銭納に一括する（代

だいせんのう

銭納）のは貨幣経済の
進展という情勢を、それぞれ示しています。

和与の内容からみえる荘園支配

Column

引用

「和与状のとおり遂行しなさい」

「和解します」

し
ょ
う
が
ね
ぇ

手
を
打
つ
か
…

和与状
（現存しない）

下知状（本文書）
和解

（
絵
・
正し
ょ
う
ぼ保
五さ
つ
き月
）



国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。

　

い
た
る
と
こ
ろ
で
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

反
映
し
た
新
聞
が
発
行
さ
れ
、
時
に
は
新
聞

自
身
が
主
体
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
性
質
を

形
作
っ
て
い
っ
た
。
本
書
は
一
つ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
そ
こ
で
発
行
さ
れ
た
新
聞
の
百
年

に
わ
た
る
足
跡
の
記
録
で
あ
る
。

　

明
治
期
以
降
、
世
界
各
地
に
日
系
人
移
民

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
誕
生
し
た
。
そ
の
中
で

も
っ
と
も
大
き
な
も
の
の
一
つ
が
、
ハ
ワ
イ

に
お
け
る
日
系
人
社
会
で
あ
る
。
１
９
１
２

（
大
正
元
）
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
布
哇
報
知
』

（
の
ち
の
『
ハ
ワ
イ
報
知
』）
は
ホ
ノ
ル
ル
の

日
本
語
新
聞
で
あ
り
、
現
在
ま
で
継
続
し
て

発
行
さ
れ
て
い
る
。

　

ハ
ワ
イ
で
様
々
な
日
本
語
の
新
聞
が
発
行

さ
れ
る
中
で
、
あ
る
も
の
は
明
示
的
に
廃
刊

さ
れ
、
あ
る
も
の
は
気
が
付
い
た
時
に
は
発

行
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
日
米

開
戦
時
に
す
べ
て
の
新
聞
が
一
度
発
行
禁
止

と
な
る
。
戦
時
中
、
再
刊
を
許
可
さ
れ
た
ハ

ワ
イ
報
知
は
検
閲
を
受
け
つ
つ
も
、
日
本
語

し
か
理
解
で
き
な
い
日
系
人
の
た
め
に
発
行

を
つ
づ
け
た
。
そ
の
後
、
日
系
移
民
も
２
世

３
世
と
時
代
が
下
り
、
日
本
語
で
発
行
さ
れ

る
新
聞
へ
の
需
要
が
減
少
し
て
い
っ
て
も
、

記
事
の
色
合
い
を
変
え
な
が
ら
発
行
を
続

け
、
つ
い
に
百
年
に
至
っ
た
こ
の
新
聞
の
価

値
は
大
き
い
。『
ハ
ワ
イ
報
知
百
年
史
』
は

そ
の
ハ
ワ
イ
報
知
と
日
系
人
社
会
の
歩
み
を

伝
え
て
く
れ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

移
住
当
初
、
日
系
人
の
労
働
条
件
な
ど
が

劣
悪
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
発
刊
の
辞
で
「
強

者
を
挫
き
、
弱
者
を
救
ふ
所
謂
労
働
者
の
援

護
者
な
り
」
と
新
聞
の
立
場
を
表
明
し
て
い

る
。
日
本
語
学
校
に
関
す
る
規
制
を
強
め
る

法
案
が
提
出
さ
れ
日
系
人
社
会
の
対
応
が
割

れ
た
時
に
は
、
社
運
を
賭
け
て
法
案
が
憲
法

違
反
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
先
導
し
、
勝
訴

を
勝
ち
取
っ
た
。
日
米
開
戦
に
よ
り
日
系
人

が
難
し
い
立
場
に
立
た
さ
れ
る
と
、
ハ
ワ
イ

報
知
は
「
之
ぞ
我
ら
の
戦
ひ
」
と
題
す
る
社

説
を
即
座
に
掲
載
し
、
米
国
へ
忠
誠
を
誓
う

立
場
を
主
張
し
て
い
る
。

　

戦
後
、
日
系
住
民
が
ハ
ワ
イ
の
政
界
や
ビ

ジ
ネ
ス
界
に
大
き
く
進
出
し
た
後
に
は
「
も

は
や
日
本
語
新
聞
が
権
益
を
擁
護
す
る
時
代

で
は
な
く
な
っ
た
」
と
し
て
、
映
画
や
学
術

と
い
っ
た
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
力
を
い

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
共
に
歩
み
、
時
に
輿
論
を
形
成
し

て
き
た
歴
史
が
、こ
の
一
冊
で
概
観
で
き
る
。

　

本
書
は
「
ハ
ワ
イ
で
日
本
語
を
使
用
す
る

日
本
人
社
会
が
存
在
す
る
限
り
、
日
本
語
で

ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
、
日
本
文
化
を
次
代
へ
受

け
継
い
で
行
く
日
本
語
新
聞
の
根
本
的
な
役

割
は
終
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
締
め
く
く
ら

れ
る
。
新
聞
の
題
字
や
判
型
、
果
て
は
形
態

が
変
わ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
新
聞
の
本
質
は

変
わ
ら
な
い
と
、
百
年
の
歴
史
を
繙ひ
も
とい
た
後

に
は
思
わ
れ
る
。

　

国
立
国
会
図
書
館
新
聞
資
料
室
で
は
『
ハ

ワ
イ
報
知
』
を
初
号
か
ら
所
蔵
し
て
い
る　

（
請
求
記
号
Ｙ
Ｂ

－

４
６
８
（
１
９
１
２
年
～
１
９
６
１
年 

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）、Ｚ
９
８

－

２（
１
９
６
１
年
以
降
））。

歴
史
を
知
っ
た
上
で
紙
面
に
触
れ
れ
ば
、
今

ま
で
と
は
異
な
る
見
え
方
も
し
て
こ
よ
う
。

（
田
幡 

琢
磨
）

ハワイ報知百年史
鈴木啓 編　ハワイ報知社 刊
2013.2　150, 41p 　26cm
<請求記号　DH22-L66>
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歴
史
が
薫
る
港
町
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

　

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
、
シ
ェ
ラ
ン
島
の

東
海
岸
に
位
置
し
て
お
り
、
国
際
空
港
か

ら
市
内
中
心
部
ま
で
は
デ
ン
マ
ー
ク
国
鉄

に
乗
っ
て
約
15
分
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。

中
央
駅
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
車
窓
か
ら
見

え
る
景
色
は
だ
ん
だ
ん
建
物
が
増
え
て
都

市
ら
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
筆

者
が
到
着
し
た
の
は
午
後
5
時
ご
ろ
。
雲

が
多
く
空
気
も
ひ
ん
や
り
し
て
お
り
、
北

欧
の
秋
ら
し
い
お
天
気
で
し
た
。

　
「
商
人
の
港
」
と
い
う
デ
ン
マ
ー
ク
語

に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
街
の
中

心
部
に
は
港
口
か
ら
続
く
運
河
が
流
れ
て

お
り
、
市
民
の
足
で
あ
る
黄
色
い
水
上
バ

ス
が
行
き
交
っ
て
い
ま
す
。
海
の
方
を
見

渡
す
と
沖
合
を
通
る
貨
物
船
も
た
く
さ
ん

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
陸
地
に
目
を
向
け
る
と
、
古
い

街
並
み
が
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
石
造
り
や
カ
ラ
フ
ル
な
木

造
の
建
物
の
間
に
時
折
顔
を
覗
か
せ
る
赤

レ
ン
ガ
の
建
物
は
、
17
世
紀
に
建
て
ら
れ

た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
20
世
紀
初
頭
に
完

成
し
た
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
市
庁
舎
の
塔
よ

　

北
欧
デ
ン
マ
ー
ク
の
首
都
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
は
、
チ

ボ
リ
公
園
、
人
魚
姫
の
像
、
運
河
沿
い
に
カ
ラ
フ
ル
な
家

が
並
ぶ
ニ
ュ
ー
ハ
ウ
ン
、
な
ど
な
ど
、
魅
力
的
な
場
所
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
、
人

気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
デ
ン

マ
ー
ク
王
立
図
書
館
で
す
。
筆
者
は
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

で
行
わ
れ
る
会
議
に
合
わ
せ
、
図
書
館
で
扱
う
様
々
な

デ
ー
タ
の
利
用
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
た
め

に
２
０
１
６
年
10
月
に
訪
問
し
ま
し
た
。

デンマーク王立図書館 安
やすまつ

松　沙
さ ほ

保

see also...

「ダブリンコアとメタデータの応用に関する国際会議
（DC-2016）」『カレントアウェアネス-E』 （E1868）
http://current.ndl.go.jp/e1868
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り
も
高
い
建
物
を
建
て
て
は
い
け
な
い
、

と
い
う
条
例
に
よ
っ
て
高
層
ビ
ル
が
無
い

こ
と
も
、
街
の
雰
囲
気
を
落
ち
着
い
た
も

の
に
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
歴
史
は
、
12
世
紀

半
ば
、
ス
ロ
ッ
ツ
ホ
ル
メ
ン
地
区
に
城
塞

が
建
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
地
区
に
は
そ
の
後
、
国
王
の
居

城
が
建
て
ら
れ
、
現
在
で
は
国
会
議
事
堂

や
内
閣
府
、
最
高
裁
判
所
、
王
室
の
迎
賓

館
等
が
あ
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
中
枢
と
も

言
え
る
場
所
で
す
。

　

今
回
の
主
役
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
立
図
書

館
も
、
こ
の
ス
ロ
ッ
ツ
ホ
ル
メ
ン
地
区
の

一
角
を
占
め
て
い
ま
す
。

コペンハーゲン市庁舎の塔から望む街並み

アンデルセンゆかりの地

チボリ公園は 19 世紀に市民のための娯楽施設として造られた遊園地で、
コペンハーゲン中央駅の目の前にあります。アンデルセンはしばしばチボリ公
園に足を運んで童話の構想を練ったと言われており、道路を挟んで公園の
向かいにあるアンデルセンの銅像は、チボリ公園の方を見上げる格好をして
います。筆者が訪れた 10 月はハロウィン期間で、園内はかぼちゃや蜘蛛の
ぬいぐるみなど、ハロウィンの飾りでいっぱいでした。ちなみにこの時期はちょ
うど、デンマークの学校の「じゃがいも休み」と呼ばれる秋休みの時期でもあっ
たようで、園内では小学生ぐらいの子どもたちが元気いっぱい遊んでいました。

アンデルセンの童話『人魚姫』の像はコペンハーゲンの北東部にあります。
思ったより小さいともっぱらの評判（？）ですが、コペンハーゲンを訪れた観
光客が一度は詣でる観光地です。地元の方も驚くほどの強風の日に、さら
に風が強い海沿いにある像を見に行ってしまった筆者は、カメラが風に吹き
飛ばされるのではないかと真剣に心配しながらかわいらしくも憂いのある人
魚姫を写真に収めるという貴重な経験をしました。

（左上）ハロウィン期間のチ
ボリ公園　（左）チボリ公園
を見上げるアンデルセン像　　

（上）人魚姫の像

アンデルセンが住んでいたこともあるニューハウン地区。色とりどりの外壁が運河を彩ります
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２
つ
の
役
割
・
新
旧
が
融
合
す
る 

王
立
図
書
館

　

王
立
図
書
館
は
、
17
世
紀
に
デ
ン
マ
ー

ク
国
王
フ
レ
デ
リ
ク
3
世
に
よ
っ
て
創
設

さ
れ
、
20
世
紀
初
頭
に
現
在
の
ス
ロ
ッ

ツ
ホ
ル
メ
ン
地
区
に
移
転
し
ま
し
た
。

１
９
８
９
年
に
は
人
文
・
社
会
科
学
系
の

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
図
書
館
と
統
合

し
、
王
立
図
書
館
は
国
立
図
書
館
で
あ
り

な
が
ら
、
大
学
図
書
館
と
し
て
の
役
割
も

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
の
納
本
図
書
館
の
1
つ
で

あ
る
王
立
図
書
館
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
国
内

の
出
版
物
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
、
ラ
ジ
オ
番
組
や
テ
レ

ビ
番
組
、
映
画
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
前

述
の
よ
う
な
統
合
の
経
緯
も
あ
り
、
王
立

図
書
館
で
は
人
文
・
社
会
科
学
系
の
資
料

が
主
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

建
物
は
大
き
く
分
け
て
、
１
９
０
６
年

に
建
て
ら
れ
た
旧
館
と
、
１
９
９
９
年
に

建
て
ら
れ
た
新
館
の
2
つ
の
部
分
か
ら
構

成
さ
れ
ま
す
。
赤
レ
ン
ガ
造
り
で
ク
ラ
シ

カ
ル
な
旧
館
と
は
対
照
的
に
、
新
館
は
、

花
崗
岩
と
ガ
ラ
ス
で
覆
わ
れ
た
、
四
角
く

黒
光
り
す
る
近
代
的
な
建
物
で
、
ブ
ラ
ッ

ク
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
ダ
イ
ア
モ
ン
ド

　

館
内
を
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、

聞
き
取
り
調
査
も
対
応
し
て
い
た
だ
い
た

図
書
館
シ
ス
テ
ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

ク
ヌ
ー
ト
・
ア
ン
ト
ン
・
ベ
ッ
ク
マ
ン
さ

ん
で
す
。
調
査
を
終
え
て
職
員
用
の
食
堂

（
お
し
ゃ
れ
な
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
！
）
で

腹
ご
し
ら
え
を
し
た
後
、
事
務
エ
リ
ア
を

通
り
な
が
ら
の
館
内
見
学
に
出
発
し
ま
し

た
。
着
任
直
後
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

同
じ
く
快
く
調
査
に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ

た
、
ク
ヌ
ー
ト
さ
ん
の
同
僚
ム
ラ
ト
・
セ

イ
ハ
ン
さ
ん
も
、
良
い
機
会
と
い
う
こ
と

で
ご
一
緒
し
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
は
地
下
1

階
、
地
上
7
階
建
て
で
、
閲
覧
室
や
書
庫

だ
け
で
な
く
、
展
示
室
や
、
コ
ン
サ
ー
ト

や
講
演
会
が
行
わ
れ
る
ホ
ー
ル
が
備
え
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
筆
者
が
訪
れ
た
際
に

は
、
村
上
春
樹
の
講
演
会
を
お
知
ら
せ
す

る
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

建
物
内
部
の
床
は
板
張
り
で
、
運
河
に

面
す
る
ガ
ラ
ス
に
覆
わ
れ
た
、
7
階
ま
で

吹
き
抜
け
の
ア
ト
リ
ウ
ム
に
は
日
光
が
た

デンマーク王立図書館の基本情報
所在地：Søren Kierkegaards Plads 1, Copenhagen
所蔵資料点数：
　図書や雑誌等の物理的媒体の資料は約 3,500 万点。
　デジタル資料は約 150 万点。
通常の開館時間：
　平日は午前 8 時～午後 9 時、土曜日は午前 9 時～午後 7 時。
　日曜日・祝日は休館日。
年間の来館者数：約 125 万人

※ 2015 年時点の情報。（撮影：藤田えみ）

旧館（左）と新館「ブラックダイアモンド」（右）
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く
さ
ん
差
し
込
ん
で
き
ま
す
。
運
河
に
向

か
っ
て
開
か
れ
た
よ
う
に
ア
ト
リ
ウ
ム
を

配
置
し
て
い
る
の
は
、
利
用
者
が
ど
こ
に

い
て
も
波
や
日
の
移
ろ
い
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
ね
ら
い

が
あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
上
層
階
か
ら
見

下
ろ
し
て
み
る
と
、
日
光
や
、
そ
れ
が
運

河
に
反
射
し
た
光
が
建
物
の
中
に
入
り
込

ん
で
微
妙
な
変
化
を
投
げ
か
け
て
い
る
の

が
分
か
り
ま
す
。
左
右
か
ら
せ
り
出
し
て

い
る
バ
ル
コ
ニ
ー
が
波
型
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
人
間
の
身
体
や
、
精
神
の
世
界
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

机
な
ど
の
調
度
品
も
ブ
ラ
ッ
ク
ダ
イ
ア
モ

ン
ド
の
た
め
に
特
注
で
用
意
し
た
も
の
な

の
だ
そ
う
で
、
統
一
感
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

直
線
的
で
硬
質
な
印
象
を
受
け
る
外
観

運河の対岸から望むブラックダイアモンド

上層階から見下ろしたアトリウム。両側には閲覧室が広がっています
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を
持
つ
ブ
ラ
ッ
ク
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
で
す

が
、
内
部
は
こ
の
よ
う
に
、
明
る
く
柔
ら

か
で
、
居
心
地
の
良
い
空
間
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
意
外
性
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
ダ
イ

ア
モ
ン
ド
が
多
く
の
人
を
惹
き
つ
け
る
理

由
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

1
階
は
カ
フ
ェ
や
売
店
が
あ
り
、
観
光

客
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
訪
れ
る
活
気
あ
る

エ
リ
ア
で
す
。
運
河
を
望
む
カ
フ
ェ
で
行

き
交
う
船
を
見
な
が
ら
一
休
み
し
た
り
、

ア
ト
リ
ウ
ム
を
見
上
げ
て
写
真
を
撮
っ
た

り
す
る
観
光
客
の
姿
も
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

2
階
の
展
示
室
で
は
、「
王
立
図
書
館

の
宝
物
」
と
い
う
企
画
展
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
出
身
の
童
話
作

家
ハ
ン
ス
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ン
デ
ル

セ
ン
の
日
記
や
哲
学
者
セ
ー
レ
ン
・
キ
ル

ケ
ゴ
ー
ル
の
手
紙
な
ど
、
王
立
図
書
館
が

所
蔵
し
て
い
る
貴
重
な
資
料
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
展
示
室
は
円
形
に
な
っ

て
い
て
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
解
説
を
見
た

り
、
棚
の
よ
う
な
展
示
ケ
ー
ス
の
中
に
あ

る
資
料
を
引
き
出
し
て
鑑
賞
し
た
り
と
、

楽
し
い
仕
掛
け
が
あ
る
お
部
屋
で
し
た
。

　

3
階
か
ら
7
階
に
か
け
て
は
、
計
5
つ
、

約
４
５
０
席
を
備
え
る
閲
覧
室
が
あ
り
ま

す
。
3
階
の
東
閲
覧
室
に
は
新
聞
や
雑
誌

が
排
架
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
閲
覧
室
は

参
考
図
書
が
排
架
さ
れ
、
研
究
用
と
な
っ

て
い
ま
す
。
両
閲
覧
室
は
ア
ト
リ
ウ
ム
を

挟
む
形
で
広
が
っ
て
お
り
、
ア
ト
リ
ウ
ム

側
の
壁
が
ガ
ラ
ス
張
り
な
の
も
印
象
的
で

す
。
日
の
光
が
届
く
バ
ル
コ
ニ
ー
の
近
く

に
閲
覧
席
が
、
そ
の
背
後
に
書
架
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
階
の
閲
覧
室

は
、
書
物
史
や
地
図
、
音
楽
、
演
劇
、
東

洋
学
と
い
っ
た
分
野
の
専
門
室
と
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
入
室
す
る
た
め
の
登
録

が
必
要
な
閲
覧
室
も
あ
り
、
3
階
よ
り
上

は
観
光
客
が
少
な
い
比
較
的
静
か
な
エ
リ

ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

連
絡
通
路
か
ら
旧
館
へ

　

3
階
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
と

旧
館
が
連
絡
し
て
い
る
階
で
も
あ
り
ま

す
。
連
絡
通
路
に
は
資
料
の
貸
出
し
も

行
う
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

や
、
グ
ル
ー
プ
学
習
が
で
き
る
席
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
連
絡
通
路
の
席
は
人
気

の
勉
強
ス
ポ
ッ
ト
だ
そ
う
で
、
筆
者
が
訪

れ
た
際
に
も
ほ
ぼ
満
席
で
、
学
生
が
熱
心

に
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
連
絡
通
路
の
片

連絡通路に設けられた席

運河に面した 1 階のカフェ 3 階の閲覧室

旧館の北閲覧室。閲覧机のかわいい緑色のランプが目をひきます
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隅
に
は
、
古
い
本
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て

い
る
本
棚
が
あ
り
ま
し
た
。
ク
ヌ
ー
ト
さ

ん
に
よ
る
と
こ
れ
ら
の
本
は
、
王
立
図
書

館
の
昔
の
蔵
書
目
録
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
今
は
、
蔵
書
目
録
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

で
管
理
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
検

索
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
が
、
こ
ち

ら
を
参
照
し
て
い
る
利
用
者
も
た
ま
に
い

る
と
の
こ
と
。
ム
ラ
ト
さ
ん
と
一
緒
に
つ

い
つ
い
、
興
味
津
々
で
目
録
を
覗
き
こ
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

旧
館
に
あ
る
北
閲
覧
室
は
、
約
１
０
０

席
を
備
え
る
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
の
学

生
専
用
の
閲
覧
室
で
、
入
口
の
扉
に
も
そ

の
旨
書
か
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
特
別
に
、

事
務
エ
リ
ア
か
ら
つ
な
が
っ
て
い
る
上
方

の
回
廊
か
ら
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
閲
覧
室
の
中
は
建
物
の
外
観
と
同
様
、

昔
な
が
ら
の
内
装
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、

見
学
の
際
に
は
、
お
し
ゃ
べ
り
は
も
ち
ろ

ん
、
あ
ま
り
物
音
を
立
て
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
ね
、
と
ク
ヌ
ー
ト
さ
ん

に
お
願
い
さ
れ
る
ほ
ど
の
、
静
か
な
空
間

で
し
た
。

　

旧
館
は
「
図
書
館
の
庭
」
と
呼
ば
れ
る

庭
園
に
面
し
て
お
り
、
花
壇
や
、
泉
で
泳

ぐ
水
鳥
を
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
像
が
見

守
っ
て
い
る
憩
い
の
場
で
す
。
庭
園
を
挟

ん
だ
反
対
側
に
は
、
国
会
議
事
堂
が
置
か

れ
て
い
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ボ
ー
城
や
国
立

公
文
書
館
が
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
、
歴
史
的
建
造
物

や
街
並
み
を
保
存
し
よ
う
と
す
る
な
ど
、

昔
の
も
の
を
大
事
に
す
る
一
方
で
、
地
元

の
方
が
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
気
さ
く
に

接
し
て
く
れ
る
、
開
か
れ
た
明
る
い
街
で

し
た
。

　

古
い
面
影
を
色
濃
く
残
す
旧
館
に
、
海

に
続
く
運
河
に
開
か
れ
た
内
装
も
併
せ
持

つ
近
代
的
な
ブ
ラ
ッ
ク
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
が

接
続
す
る
王
立
図
書
館
は
、
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
を
象
徴
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
際
に

は
ぜ
ひ
、
王
立
図
書
館
に
立
ち
寄
っ
て
、

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
雰
囲
気
の
一
端
を
感

じ
取
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
訪
問
で
は
、
ク
ヌ
ー
ト
さ
ん
や

ム
ラ
ト
さ
ん
を
は
じ
め
、
王
立
図
書
館
の

職
員
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
ご
多
忙
の
な
か
ご
対
応
い
た
だ
い
た

こ
と
を
、
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

スモーブロー × 寿司 ＝ ？？
デンマーク料理で有名なのが、バターを塗った黒パンの上に、レバー
ペーストやスモークサーモンなどを乗せたオープンサンドイッチ、スモー
ブローです。最近デンマークでは、このスモーブローと寿司を融合させ
た、スムーシという料理が人気なのだそうです。種類も様 あ々って見た
目にも美しい料理で、パンをシャリに見立てて、ネタ（スモークサーモン
や肉）がぎゅっと詰まった形は、確かに寿司っぽさが感じられる…? よ
うな気がしました。

庭園のキルケゴール像庭園と国立公文書館
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本
の
万
華
鏡
「
あ
れ
も
こ
れ
も
和
菓
子
」

　

6
月
16
日
か
ら
、
ミ
ニ
電
子
展
示
「
本
の
万
華
鏡
」
第

25
回「
あ
れ
も
こ
れ
も
和
菓
子
」の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
日
「
和
菓
子
」
と
い
う
と
、
茶
席
な
ど
で
供
さ
れ
る

菓
子
や
饅
頭
等
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
菓
子
が
普
及
し

た
の
は
、
意
外
に
最
近
の
こ
と
で
す
。「
菓
子
」
は
元
来
果

物
や
木
の
実
を
意
味
し
て
い
ま
し
た
が
、中
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
食
文
化
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
江
戸
時
代
ま
で
に
現

代
の
和
菓
子
に
通
ず
る
も
の
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
和
菓
子
の
成
り
立
ち
や
社
会
風
俗
と
の
関
わ
り
、

和
菓
子
を
題
材
に
し
た
文
芸
作
品
な
ど
、
多
彩
な
和
菓
子

の
世
界
を
、
当
館
所
蔵
資
料
を
通
し
て
是
非
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

図
書
館
調
査
研
究
リ
ポ
ー
ト
Ｎ
ｏ
．16

 『
超
高
齢
社
会
と
図
書
館
～
生
き
が
い
づ
く
り
か
ら

認
知
症
支
援
ま
で
～
』
を
刊
行
し
ま
し
た

　

平
成
28
年
度
に
実
施
し
た
図
書
館
及
び
図
書
館
情
報
学
に
関

す
る
調
査
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
、
平
成
29
年
3
月
に
、
標
記

リ
ポ
ー
ト
を
刊
行
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
文
を
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
研
究
で
は
、
調
査
対
象
機
関
を
3
機
関
設
定
し
、

文
献
調
査
、
現
地
調
査
な
ど
の
事
例
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
3
機
関
の
う
ち
2
機
関
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

地
域
に
居
住
す
る
高
齢
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
リ
ポ
ー
ト
で
は
、
事
例
調
査
の
3
機
関
が
提
供
し
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
や
、
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
に
至
っ
た

経
緯
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
の
図
書
館
利
用
の
現

状
と
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
6
つ
の
観
点
か

ら
考
察
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
日
本
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

に
お
け
る
高
齢
者
の
位
置
付
け
の
変
遷
や
、
超
高
齢
社
会
に
お

け
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
・
課
題
な
ど
、
超
高
齢
社
会
と

図
書
館
に
つ
い
て
の
論
考
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://www.ndl.go.jp/kaleido/entry/25/

N D L  T o p i c s

『第十回全国菓子大博覧会誌』（昭和
10年）

『近世商買尽狂歌合』より、パフォーマ
ンスをしながら飴を売る唐人飴売り

http://current.ndl.go.jp/report/no16
問合わせ先
国立国会図書館 関西館 図書館協力課
調査情報係
電子メール　chojo@ndl.go.jp
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N D L  T o p i c s
関
西
館
小
展
示
（
第
22
回
）「
明
か
り
を
つ
く
る
、

光
を
い
か
す　

―
照
明
か
ら
建
築
・
ア
ー
ト
ま
で
―
」

　

第
22
回
の
関
西
館
小
展
示
で
は
、
照
明
の
歴
史
を
中
心
に
、

光
と
生
活
・
文
化
に
関
す
る
約
１
０
０
点
の
本
や
雑
誌
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

松
明
や
蝋
燭
・
灯
油
を
用
い
た
灯
火
具
か
ら
、
白
熱
電
球
、

蛍
光
灯
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
ま
で
、
照
明
技
術
の
進
歩
は
、
人
々
の

生
活
や
街
並
み
に
快
適
性
や
豊
か
さ
を
も
た
ら
し
、
時
に
は
文

化
や
価
値
観
に
も
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
近
年
で
は
各
地

で
建
物
や
街
路
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
が
な
さ
れ
、
暮
ら
し
を

彩
っ
て
い
ま
す
。
本
展
示
で
は
、
こ
う
し
た
照
明
器
具
の
発
展

史
、
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
暮
ら
し
や
景
観
等
の
変
化
を
概
観
し

ま
す
。
ま
た
、
影
絵
や
光
と
影
を
描
く
絵
画
な
ど
、
明
か
り
や

光
を
取
り
入
れ
た
多
様
な
文
化
や
、
人
工
照
明
だ
け
で
は
な
く

自
然
光
を
活
か
し
た
建
築
も
取
り
上
げ
ま
す
。
明
か
り
と
光
に

つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
で
選
ん
だ
本
や
雑
誌
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

○
開
催
期
間　
　

8
月
17
日
（
木
）
～
9
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
（
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
を
除
く
）

○
開
催
時
間　
　

9
時
30
分
～
18
時

○
場
所　
　

関
西
館　

閲
覧
室
（
地
下
1
階
）

Ｎ
Ｄ
Ｌ-

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ

－

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）は
、平
成
29
年
12
月
を
も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
、

平
成
30
年
1
月
か
ら
新
し
い
検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム
に
切
り
替

わ
り
ま
す
。

　

新
し
い
シ
ス
テ
ム
や
、
切
替
え
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
変
更
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
立
国
会
図
書
館
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
の
手
引

２
０
１
７
年
版
を
掲
載
し
ま
し
た

　　
「
国
立
国
会
図
書
館
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
の
手
引
」
は
、
国
立
国

会
図
書
館
の
所
蔵
資
料
を
画
像
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
場
合

に
お
い
て
、
仕
様
の
共
通
化
や
技
術
の
共
有
化
を
図
り
、
も
っ

て
標
準
化
に
よ
る
デ
ー
タ
品
質
の
確
保
及
び
デ
ジ
タ
ル
化
作
業

の
効
率
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で

す
。

　

２
０
１
７
年
版
で
は
、
２
０
１
１
年
版
の
内
容
を
引
き
継
ぎ

つ
つ
、
そ
の
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
の
実
績
及
び
国
内
外
の
技

術
の
変
化
を
踏
ま
え
て
内
容
を
一
部
更
新
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
国
立
国
会
図
書
館
に
つ
い
て > 

資
料
デ

ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て > 

国
立
国
会
図
書
館
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
の

手
引
」
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

谷崎潤一郎 『陰翳礼讃』創元社, 昭14
<請求記号　787-35>

照明学会照明智識普及委員会 編纂
『京都・大阪・神戸明りの名所』照

明学会照明智識普及委員会関西委員
会, 昭和8
<請求記号　特253-930>

第21回関西館小展示「梅尽くし」の様子

柳田国男 『火の昔』 実業之日本社, 昭19
<請求記号　380-Y53ウ>



N D L  T o p i c s
国
際
子
ど
も
図
書
館
展
示
会

「
世
界
を
つ
な
ぐ
子
ど
も
の
本
―
２
０
１
６
年
国
際

ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
・
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ 

オ
ナ
ー
リ
ス
ト
図
書
展
」

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
8
月
1
日
（
火
）
か
ら
8
月
20

日
（
日
）
ま
で
、
標
記
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
展
示
会
で
は
、
２
０
１
６
年
の
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞

受
賞
者
の
こ
れ
ま
で
の
諸
作
品
、
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
（
国
際
児
童
図
書

評
議
会
）
オ
ナ
ー
リ
ス
ト
（
優
良
作
品
）
の
推
薦
作
品
と
そ
の

邦
訳
書
、
あ
わ
せ
て
約
２
０
０
冊
を
手
に
取
っ
て
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

○
開
催
期
間　

8
月
1
日
（
火
）
～
8
月
20
日
（
日
）

　
　
　

※
8
月
7
日
（
月
）、
11
日
（
金
）、
14
日
（
月
）、
16
日
（
水
）
は
休
館

○
開
催
時
間　

9
時
30
分 

～ 

17
時

○
会
場　

国
際
子
ど
も
図
書
館　

レ
ン
ガ
棟
3
階 　

本
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
は
子
ど
も
の
本
の
「
小
さ
な
ノ
ー
ベ

ル
賞
」
と
も
言
わ
れ
、
2
年
に
一
度
、
児
童
文
学
の
分
野
で
卓

越
し
た
業
績
を
あ
げ
た
現
存
の
作
家
と
画
家
に
贈
ら
れ
て
い
ま

す
。
２
０
１
６
年
は
曹
文
軒
さ
ん
（
中
国
）
が
作
家
賞
を
、ロ
ー

ト
ラ
ウ
ト
・
ズ
ザ
ン
ネ
・
ベ
ル
ナ
ー
さ
ん
（
ド
イ
ツ
）
が
画
家

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
オ
ナ
ー
リ
ス
ト
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
の
各
国
支
部
が
、

自
国
で
出
版
さ
れ
た
児
童
書
の
中
か
ら
、
外
国
に
紹
介
し
た
い

作
品
を
選
び
、
隔
年
で
作
成
す
る
推
薦
図
書
リ
ス
ト
で
す
。「
文

学
作
品
」「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
」「
翻
訳
作
品
」
の

3
部
門
か
ら
な
り
、
２
０
１
６
年
は
世
界
の
国
と
地
域
か
ら

１
７
３
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
日
本
か
ら
は
、
文
学
作
品
部

門
に
岩
瀬
成
子
さ
ん
の
『
あ
た
ら
し
い
子
が
き
て
』、
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
部
門
に
吉
田
尚
令
さ
ん
の
『
希
望
の
牧
場
』、

翻
訳
作
品
部
門
に
原
田
勝
さ
ん
訳
の
『
ハ
ー
レ
ム
の
闘
う
本
屋
：

ル
イ
ス
・
ミ
シ
ョ
ー
の
生
涯
』
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

○
問
合
せ
先

　

国
立
国
会
図
書
館 

国
際
子
ど
も
図
書
館 

資
料
情
報
課 

展
示
係

　

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

国
際
子
ど
も
図
書
館
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト

「
科
学
あ
そ
び
２
０
１
７
」

　

国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
科
学
と
科
学
の
本
に
対
す
る
子

ど
も
た
ち
の
興
味
を
引
き
出
す
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

内
容
の
詳
細
お
よ
び
申
込
方
法
に
つ
い
て
は
、
国
際
子
ど
も

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
展
示
会
・
イ
ベ
ン
ト>

イ
ベ
ン
ト

情
報>

こ
れ
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

8
月
23
日
（
水
）　

14
時
～
16
時

○
内
容　

グ
ラ
ス
ハ
ー
プ
（
グ
ラ
ス
を
指
で
擦
っ
て
音
を
出
す
楽
器
）　

を
使
っ
て
音
が
鳴
る
仕
組
み
を
解
説
し
ま
す
。

○
会
場　

国
際
子
ど
も
図
書
館　

ア
ー
チ
棟
1
階
研
修
室
2

○
講
師　

佐
々
木　

勝
浩　

氏
（
国
立
科
学
博
物
館
名
誉
研
究
員
）

　
　
　
　

佐
々
木　

久
子　

氏

○
対
象　

10
歳
（
小
学
校
5
年
生
程
度
）
～
18
歳

○
定
員　

40
名
程
度

○
持
ち
も
の　

グ
ラ
ス
１
個

○
問
合
せ
先

　

国
立
国
会
図
書
館 

国
際
子
ど
も
図
書
館 

児
童
サ
ー
ビ
ス
課

　

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

平
成
29
年
度
資
料
保
存
研
修

　

国
内
の
各
種
図
書
館
員
等
を
対
象
に
、
資
料
保
存
に
関
す
る

基
礎
的
な
知
識
と
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
て
、
資
料
保
存
研

修
を
実
施
し
ま
す
。

○
会
場
・
日
時

　

東
京
本
館　

新
館
3
階
大
会
議
室　

9
月
28
日
（
木
）、
29
日
（
金
）

　

関
西
館　

第
3
研
修
室　

9
月
8
日
（
金
）

　
　

各
日
9
時
30
分
～
16
時
30
分
（
各
日
と
も
同
じ
内
容
で
す
。）

○
対
象　

国
内
の
公
共
図
書
館
、
大
学
図
書
館
、
専
門
図
書
館
等
に

勤
務
す
る
方

○
内
容　

講
義
：
図
書
館
資
料
の
保
存

　
　
　
　

実
演
：
簡
易
帙
を
作
る

　
　
　
　

実
習
：
①
簡
易
補
修
、
②
無
線
綴
じ
本
を
直
す
、

　
　
　
　
　
　
　

③
外
れ
た
表
紙
を
繋
ぐ

○
持
ち
も
の　

え
ん
ぴ
つ
、
エ
プ
ロ
ン

○
定
員　

東
京
本
館
56
名
（
各
日
28
名
）、
関
西
館
16
名

　

１
機
関
か
ら
の
お
申
込
み
は
１
名
ま
で
と
し
、
申
込
多
数
の
場
合

は
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
申
込
期
間　

7
月
3
日
（
月
）
9
時 

～ 

19
日
（
水
）
17
時

○
申
込
方
法　

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
図
書
館
員
の
方
へ > 

図
書

館
員
の
研
修 > 

平
成
29
年
度
の
研
修 > 

平
成
29
年
度
資
料
保
存
研

修
の
ご
案
内
」
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

国
立
国
会
図
書
館 

収
集
書
誌
部 

資
料
保
存
課

　

電
話　

０
３
（
３
５
０
６
）
５
２
１
９
（
直
通
）

　

電
子
メ
ー
ル　

hozonka@
ndl.go.jp

『IBBY Honour List 2016』
©International Board on Books for 
Young People (IBBY), 2016
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平
成
29
年
度
全
国
書
誌
デ
ー
タ
・

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
活
用
研
修
会

　

公
共
図
書
館
、
学
校
図
書
館
等
の
職
員
を
主
な
対
象
と
し
、

標
記
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
研
修
会
で
は
、
国
立
国
会

図
書
館
が
提
供
し
て
い
る
全
国
書
誌
デ
ー
タ
を
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
の
具
体
的
な
方
法
と
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
事
業
の
概
要
や
事
業
に
参
加
す
る
利
点
を
ま
と
め
て
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
講
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、
全
国
書
誌

デ
ー
タ
を
用
い
た
文
献
リ
ス
ト
作
成
や
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
デ
ー
タ
登
録
等
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

○
東
京
本
館
会
場

　

日
時　

 

7
月
28
日
（
金
）
13
時
～
17
時

　

会
場　

東
京
本
館　

新
館
3
階
大
会
議
室

　

定
員　

30
名　
　

　

申
込
締
切　

 

7
月
21
日
（
金
）

○
関
西
館
会
場

　

日
時　

8
月
18
日
（
金
）
13
時
～
17
時

　

会
場　

関
西
館　

1
階
第
1
研
修
室

　

定
員　

30
名　
　

　

申
込
締
切　

8
月
11
日
（
金
・
祝
）

　

内
容
の
詳
細
お
よ
び
申
込
方
法
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
（http://crd.ndl.go.jp/

）
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先

　

国
立
国
会
図
書
館 

関
西
館 

図
書
館
協
力
課 

協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
係

　

電
話　

０
７
７
４
（
９
８
）
１
４
７
５

　

電
子
メ
ー
ル　

info-crd@
ndl.go.jp

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

７
９
６
号

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
外
交
・
安
全
保
障
政
策

ブ
ラ
ジ
ル
の
連
邦
制
と
地
方
制
度

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
安
全
保
障
政
策

　

―
そ
の
歴
史
及
び
直
面
す
る
諸
課
題
―

青
少
年
の
情
報
環
境
と
リ
ス
ク

　

―
石
川
県
・
長
野
県
に
お
け
る
取
組
と
論
点
―
（
現
地
調
査
報
告
）

諸
外
国
に
お
け
る
上
院
議
員
の
選
出
に
係
る
較
差
（
資
料
）

南
シ
ナ
海
周
辺
国
に
対
す
る
中
国
の
外
交
姿
勢

　

―
ベ
ト
ナ
ム
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
関
係
―
（
資
料
）

入
手
の
お
問
合
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

A4 104頁 月刊 1,000円（税別）　
発売　日本図書館協会

＃ 2 帝国図書館普通閲覧室
（現在の国際子ども図書館本のミュージアム）
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平
成
28
年
度
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
震
災
か
ら
6
年
経
過
し
た
震
災
ア
ー
カ

イ
ブ
の
進
化
と
深
化
」
を
開
催
し
ま
し
た

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
6
年
が
経
過
し
て
、
多
く
の
震
災
ア
ー

カ
イ
ブ
が
誕
生
し
、
震
災
の
貴
重
な
記
録
を
保
存
し
て
い
ま
す
。

１
月
に
開
催
し
た
標
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
各
ア
ー
カ
イ
ブ

の
進
化
（
深
化
）
だ
け
で
な
く
、
熊
本
県
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

ア
チ
ェ
に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
を
目
指
し
た
動
き
や
、
震

災
が
産
み
出
し
た
瓦
礫
な
ど
を
震
災
遺
産
と
名
付
け
、
歴
史
資

料
化
す
る
「
ふ
く
し
ま
震
災
遺
産
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活

動
な
ど
、
震
災
の
記
録
を
後
世
に
伝
え
る
多
様
な
動
き
が
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
注
目
を
集
め
た
の
が
、
利
活
用
し
や
す
い
環
境
を

効
率
よ
く
整
え
る
た
め
、
キ
ー
ワ
ー
ド
付
与
等
を
利
用
者
自
ら

が
行
う
参
加
型
ア
ー
カ
イ
ブ
で
す
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
エ
ド
ウ
ィ

ン
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
研
究
所
の
「
日
本
災
害DIGITAL

ア
ー

カ
イ
ブ
」
で
は
、
利
用
者
登
録
を
す
る
こ
と
で
、
積
極
的
に
ア
ー

カ
イ
ブ
の
構
築
に
参
加
で
き
ま
す
。
ア
ー
カ
イ
ブ
に
新
た
な

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
追
加
す
る
機
能
の
ほ
か
、
ア
ー
カ
イ
ブ
内
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
ま
と
め
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を

活
用
し
て
作
成
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
、
他
の
利
用
者

と
共
有
す
る
方
法
や
実
例
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
利
用
者
が
参
加
し
て

情
報
を
加
え
る
こ
と
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を
豊
か
に
し
て
い
き
、
10

年
後
に
は
、
意
識
す
る
こ
と
な
く
必
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
利
用

者
の
手
元
に
や
っ
て
く
る
よ
う
な
進
化
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
ア
ー
カ
イ
ブ

の
継
続
や
、
連
携
の
課
題
や
問
題
点
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

「
震
災
伝
承
活
動
を
手
助
け
す
る
た
め
の
震
災
記
録

の
利
用
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た

　

３
月
25
日
、
せ
ん
だ
い
３
．１
１
メ
モ
リ
ア
ル
交
流
館
に
て
、

仙
台
市
七
郷
市
民
セ
ン
タ
ー
で
被
災
時
の
経
験
を
語
る
活
動
を

し
て
い
る
語
り
部
の
方
々
を
対
象
に
、
講
習
会
を
行
い
ま
し
た

（
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所「
み
ち
の
く
震
録
伝
」主
催
）。

語
り
部
の
方
々
が
、
震
災
を
知
ら
な
い
世
代
や
外
国
人
に
対
し

て
語
る
際
に
、「
ひ
な
ぎ
く
」
等
の
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
を
活
用
し
、

写
真
や
動
画
を
使
っ
た
案
内
を
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
渦
中
に
い
た
自
分
達
に
は
、
混
乱
す
る
中

で
何
が
実
際
に
起
こ
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
部
分
が
あ
る
。
事
実

確
認
で
き
る
写
真
が
見
た
い
。」「
高
速
道
路
が
防
波
堤
と
な
り
津

波
を
防
い
だ
と
聞
く
が
、
確
認
で
き
る
資
料
が
見
た
い
。」「
多
く

の
証
言
が
あ
る
が
、
伝
承
し
て
い
く
に
は
裏
付
け
と
な
る
写
真
や

動
画
が
大
切
だ
。」
と
い
っ
た
、
被
災
状
況
を
客
観
的
事
実
と
し

て
確
認
で
き
る
資
料
を
求
め
る
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

被
災
地
を
訪
れ
る
人
が
、
語
り
部
か
ら
震
災
体
験
を
耳
で
聞

く
際
の
手
助
け
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
ひ
な
ぎ
く
」
を
活
用
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

プログラム：
○特別講演

「参加型デジタルアーカイブの可能性」　アンドルー・ゴードン氏

○報告
「震災遺産を保全する」　高橋満氏（福島県立博物館主任学芸員）
「福島原子力事故関連情報アーカイブ(FNAA)について」　米澤稔氏（日本

原子力研究開発機構研究連携成果展開部科学技術情報課長）
「ウェブサイトを保存する－国立国会図書館インターネット資料収集保存

事業（WARP）」　前田直俊（国立国会図書館関西館電子図書館課課長補佐）
「国立国会図書館東日本大震災アーカイブ（ひなぎく）」　伊東敦子（国立

国会図書館電子情報部主任司書）
「近年の震災アーカイブの問題点と解決方法について」　柴山明寛氏（東

北大学災害科学国際研究所准教授）
「熊本地震におけるデジタルアーカイブ構築への課題と利活用の検討」　

山尾敏孝氏（熊本大学大学院先端科学研究部教授）

○特別報告
「アチェ津波デジタルアーカイブ（DATA）におけるウェブサービスにつ

いて」　ニザムディン氏（シャクアラ大学講師）

○パネルディスカッション
「震災から6年経過した震災アーカイブの進化と深化」

日程：平成29年1月20日（金）
場所：東北大学災害科学国際研究所
主催：東北大学災害科学国際研究所、国立国会図書館

シンポジウムの詳細は、国立国会図書館東日本大震災アーカイブ（ひなぎく）
イベントページ をご覧ください。動画とプレゼンテーション資料を公開
しています。http://kn.ndl.go.jp/static/2016/11/22

アンドルー・ゴードン氏
（ハーバード大学歴史学教授）

宮城県図書館からは「東日本大震災
アーカイブ宮城 」の紹介がありました。

講習会の詳細は以下に掲載しています 。
http://kn.ndl.go.jp/static/rikatuyou02

参加者には実際に操作を体験してもら
いました。
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